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はじめに

Oracle Database Applianceは、最適化された、事前作成済のデータベース・システムで、デプロイ、操作および管理が容易です。Oracle Database Applianceでは、ハードウェアおよびソフトウェアを統合することにより、手動でアセンブルされた統合されていないソリューションの複雑さを解消します。Oracle Database Applianceを使用すると、インストールとソフトウェアのデプロイメント時間を、数週間または数か月から数時間に短縮するとともに、最適状態には及ばず管理が困難なデータベース環境が構築される原因となることが多い構成エラーや設定エラーを防止できます。




	対象読者


	ドキュメントのアクセシビリティについて


	関連ドキュメント


	表記規則






対象読者

このガイドは、Oracle Database Applianceを構成、管理および使用するユーザーを対象にしています。

	システム管理者


	ネットワーク管理者


	データベース管理者


	アプリケーション管理者およびユーザー




このマニュアルでは、Oracle Database Appliance固有の情報以外の、Oracle Databaseアーキテクチャ、ツール、管理、アプリケーションの開発に関する情報(これらは主要なOracleドキュメントで説明しています)は扱いません。Oracle Database Applianceソフトウェアのユーザーは、その他のLinuxベースのOracle Databaseインストールのユーザーと同等のスキルを有している必要があります。 





ドキュメントのアクセシビリティについて



Oracleのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してください。

Oracle Supportへのアクセス
サポート契約がある場合には、My Oracle Supportを通して電子支援をご利用いただけます。詳細情報は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info)か、聴覚に障害のあるお客様は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs)を参照してください。








関連ドキュメント

このドキュメントおよび次のドキュメントは、Oracle Database Applianceオンライン・ドキュメント・ライブラリで公開されており、次のURLからアクセスできます。

http://www.oracle.com/goto/oda/docs:

	『Oracle Database Applianceリリース・ノートfor Linux x86-64』


	『Oracle Database Applianceライセンス情報ユーザー・マニュアルfor Linux x86-64』


	『Oracle Database Applianceセットアップ・ポスター』(Oracle Database Applianceの出荷時に添付されるフルサイズの印刷物)


	『Oracle Database Appliance管理およびリファレンス・ガイド』


	Oracle Database Applianceオーナーズ・ガイド


	Oracle Database Applianceサービス・マニュアル


	Oracle Database Applianceシリーズ・セーフティおよびコンプライアンス・ガイド


	『Oracle Database Applianceセキュリティ・ガイド』


	『Oracle Enterprise Manager Plug-in for Oracle Database Applianceユーザーズ・ガイド』




Oracle Databaseの使用の詳細は、Oracle Databaseオンライン・ドキュメント・ライブラリの次のドキュメントを参照してください。

	『Oracle Database概要』


	『Oracle Database管理者ガイド』


	『Oracle Database SQL言語クイック・リファレンス』




 Oracle Databaseドキュメントは、Oracle Databaseオンライン・ドキュメント・ライブラリ(URL: https://docs.oracle.com/en/database/database.htmlからアクセスできます)で公開されています。

Oracle Integrated Lights Out Managerなど、Oracle Database Applianceドキュメントに記述されている他のOracle製品の詳細は、次のアドレスにあるOracleドキュメントのホームページを参照してください。

http://docs.oracle.com





表記規則

このマニュアルでは次の表記規則を使用します。




	規則	意味
	太字

	太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。


	イタリック

	イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。


	固定幅フォント

	固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。















1 Oracle Database Applianceについて 

このドキュメントは、Oracle Database Appliance X6-2SおよびOracle Database Appliance X6-2Mハードウェアのみを対象としています。 

Oracle Database Applianceを使用すると、デプロイと管理が簡単なシステムでOracle Databaseを利用できます。完全なソフトウェア、サーバー、ストレージおよびネットワークのパッケージにより、データベースのデプロイメント、メンテナンスおよびサポートと、アプリケーション・ワークロードを簡素化でき、時間と費用を節約できます。

内容は次のとおりです。




	Oracle Database Appliance
 Oracle Database Appliance X6-2SおよびX6-2Mとともにインストールされる、またはダウンロード可能なOracleソフトウェアを参照するには、このトピックを確認してください。
	Oracle Database Applianceデプロイメントの概要
 Oracle Database Applianceをデプロイするために完了する必要があるステップの順序を理解するには、この概要を確認してください。




Oracle Database Appliance

Oracle Database Appliance X6-2SおよびX6-2Mとともにインストールされる、またはダウンロード可能なOracleソフトウェアを参照するには、このトピックを確認してください。

Oracle Database Applianceのコンポーネントには、次の表にリストされているソフトウェアが含まれます。 

注意:
この表にリストされているコンポーネントは、すべてのリリースで使用できるわけではありません。









表1-1 Oracle Database Applianceのソフトウェア

	コンポーネント	コンポーネントの内容	インストールまたはダウンロード 
	Oracle Database Applianceオペレーティング・システム・イメージ

	Oracle Appliance Managerコマンドライン・インタフェース

Oracle Appliance Manager (Webコンソール)

Oracle Linux

ハードウェア・ドライバ

	インストール


	Oracle Database Applianceシングル・インスタンス・ソフトウェア・バンドル

	Oracle Databaseクローン・バイナリ

Oracle Databaseテンプレート(Oracle Database Applianceデプロイ用としてカスタマイズ)

Oracle Grid Infrastructureクローン・バイナリ

Oracle Appliance Manager Webコンソール

Oracle Appliance Managerコマンドライン・インタフェース

Oracle Appliance Managerソフトウェア

	ダウンロード










インストールと示されているコンポーネントは、一般にOracle Database Applianceが配送されると利用可能になり、ダウンロードと示されているコンポーネントは、自身でダウンロードしてデプロイすることになります。








Oracle Database Applianceデプロイメントの概要

Oracle Database Applianceをデプロイするために完了する必要があるステップの順序を理解するには、この概要を確認してください。

次に、Oracle Database Applianceのデプロイ方法の概要を示します。これらのタスクを完了するには、このマニュアル、およびOracle Database Applianceオーナーズ・ガイドの各トピックを参照してください。 




	Oracle Database Applianceの準備。	Oracle Database ApplianceのサポートID (SI)をMy Oracle Supportに登録し、Oracleからソフトウェアおよびサポートを取得できるようにします。
	構成オプションを計画し、ネットワークおよび関連情報を収集します。
	サーバー設置場所を準備します。
	ドメイン・ネーム・システム(DNS)サーバーでネットワーク名およびアドレスを設定します。 
	ネットワーク上のローカル・コンピュータにOracle Database Applianceソフトウェアをダウンロードします。



	Oracle Database Applianceのデプロイメントの準備。	サーバー設置場所のラックにOracle Database Applianceハードウェアを設置します。
	電源ケーブルおよび必要なケーブルをOracle Database Applianceに接続します。
	キーボードおよびマウスをUSBポートに接続し、ビデオ表示をVGAポートに接続します。
	外部ファイルをロードするための初期ネットワーク構成を作成します。
	システムを起動します。
	ネットワークをplumbします。



	Oracle Database Applianceでのソフトウェアのインストールおよびデプロイ。	ネットワーク上のシステムにOracle Database Applianceシングル・インスタンス・ソフトウェア・バンドルをダウンロードします。
	Oracle Database Applianceシングル・インスタンス・ソフトウェア・バンドルをOracle Database Applianceにコピーします。
	update-imageコマンドを実行してバンドルをインストールします。



	Oracle Database Applianceのデプロイ	Oracle Database Appliance Webコンソールにログインします。
	「Deploy Appliance」をクリックします。
	以前に収集した構成詳細を入力します。
	「Submit」をクリックしてデプロイメントを開始します。
	「Activities」タブで進捗状況を監視します。










2 Oracle Database Applianceのインストールとデプロイメントの準備 

次の各トピックをチェックリストとして使用して、Oracle Database Applianceの到着前に設定タスクを完了してください。 

タスク:




	My Oracle SupportへのサポートIDの登録
 ハードウェア・サポートID (SI)をMy Oracle Supportアカウント・プロファイルに追加します。 
	Oracle Database Applianceの構成オプションの計画
 これらのトピックは、Oracle Database Appliance構成に関する決定を行う際に役立ちます。
	システム要件の情報収集
 これらのチェックリストを使用して、Oracle Database Applianceのデプロイ前に情報を収集します。




My Oracle SupportへのサポートIDの登録

ハードウェア・サポートID (SI)をMy Oracle Supportアカウント・プロファイルに追加します。 

ハードウェアSIは、Oracle Database Applianceの購入時に提供されます。新規ソフトウェア・ライセンスを取得した場合は、新規ソフトウェアSIも登録する必要があります。SIの登録プロセスは完了するまで最大24時間かかる場合があります。

注意:
登録したSIがない場合、Oracleからサポートを受けたりソフトウェアを入手することはできません。







Oracle Database Applianceの構成オプションの計画

これらのトピックは、Oracle Database Appliance構成に関する決定を行う際に役立ちます。

これらのトピックは、適切なOracle Database Applianceを選択して、デプロイメントを計画する際に役立ちます。先に進む前に、決定事項および必要な情報を記録してシステム構成チェックリストを完成させてください。

注意:
Oracle Database Configuration Assistant (DBCA)を使用してOracle Database Appliance上にデータベースを作成しないでください。データベース構成にはOracle Appliance Managerのみを使用してください。Oracle Appliance Managerを使用してOracle Databaseインスタンスをデプロイすると、これらのデータベースがOracle Database Appliance上で確実に正しく構成、最適化およびサポートされます。 





内容は次のとおりです。




	Oracle Database Appliance構成の選択
 Oracle Database Appliance X6-2SとX6-2Mのハードウェア構成を比較して選択します。
	データベース・デプロイメント・オプションの選択
 デプロイメントに使用可能なOracle Databaseエディションを確認します。 
	Oracle Database Applianceのデータベース・テンプレートの選択
 Oracle Database Applianceソフトウェアには、Oracleのベスト・プラクティスが組み込まれた、様々なデータベースのクラス用に最適化された事前構成済のテンプレートが含まれています。




Oracle Database Appliance構成の選択

Oracle Database Appliance X6-2SとX6-2Mのハードウェア構成を比較して選択します。

Oracle Database Appliance X6-2Sは小規模な構成で、より規模の小さいまたはエントリレベルのデプロイメント用に設計されています。Oracle Database Appliance X6–2Mは、性能を重視して設計された中規模な構成です。Oracle Database Appliance X6-SをOracle Database Appliance X6-2Mに拡張または再構成することはできません。Oracle Database Appliance X6–2SとX6–2Mの構成の詳細は、Oracle Database Applianceオーナーズ・ガイドを参照してください。





データベース・デプロイメント・オプションの選択

デプロイメントに使用可能なOracle Databaseエディションを確認します。 



Oracle Appliance Managerでは、Oracle Database Applianceの内部にミラー化されたディスク上にOracle Databaseソフトウェアをインストールします。初期デプロイメント中に、Webコンソールでデータベース・エディションを指定します。Oracle Database Enterprise EditionとStandard Editionの両方を同じアプライアンスで使用することはできません。

次のOracle Databaseエディションを使用できます。

	Oracle Database Enterprise Edition: Oracle Database 12cリリース1 (12.1.0.2) Enterprise Edition、Oracle Database 11gリリース2 (11.2.0.4)

Oracle Database Enterprise Editionは、大量のオンライン・トランザクション処理(OLTP)アプリケーション、問合せ集約型のデータ・ウェアハウスおよび要求の高いインターネット・アプリケーションなどのミッションクリティカル・アプリケーションに必要な、パフォーマンス、可用性、スケーラビリティおよびセキュリティを提供します。

	シングル・インスタンスのOracle Database Enterprise Editionホーム


	Oracle Databaseオプションの利用が可能





	Oracle Database Standard Edition 2: Oracle Database 12cリリース(12.1.0.2) Standard Edition 2

Oracle Database Standard Edition 2は、ワークグループ、部門レベルおよびWebアプリケーションに、先例のない使いやすさ、処理能力とパフォーマンスを提供します。

注意:
サポートされるオプションおよび製品は、Oracle Databaseライセンス・ガイドを確認してください。








Oracle Database Applianceのデータベース・テンプレートの選択

Oracle Database Applianceソフトウェアには、Oracleのベスト・プラクティスが組み込まれた、様々なデータベースのクラス用に最適化された事前構成済のテンプレートが含まれています。

Oracle Database Applianceモデルが異なると、利用可能なCPU数、メモリー容量、その他リソースが異なるため、テンプレートによってはモデルでサポートされない場合があります。

各Oracle Databaseテンプレートには、様々なワークロード・プロファイルおよびパフォーマンス特性があります。

	メモリー要件(システム・グローバル領域(SGA)とプログラム・グローバル領域(PGA)のサイズから算出)


	処理要件(プロセス数から算出)


	ロギング要件(ログ・バッファ・サイズおよびオンラインREDOログ・サイズに基づく)




Oracle Database Applianceテンプレートは、各データベース・インスタンス・ワークロードのサイズに合わせてチューニングされており、特定のコア数で動作するよう設計されています。

注意:
Oracle Database Applianceテンプレートを使用することをお薦めします。これらのテンプレートはベスト・プラクティスを実装しており、特にOracle Database Appliance用に構成されています。



データベース・テンプレートの詳細、テンプレート選択時の考慮事項、および各テンプレートのサイズ設定の詳細は、Oracle Database Applianceのデータベース・テンプレートを参照してください。







システム要件の情報収集

Oracle Database Applianceをデプロイする前に、次のチェックリストを使用して情報を収集します。

内容は次のとおりです。




	デプロイメント前に必要な情報のリスト
 Oracle Database Applianceをデプロイするために準備する必要があるセキュリティ、ストレージおよびネットワーク情報を収集します。 
	システム詳細のチェックリスト
 チェックリストを使用して、Oracle Database Appliance用に取得する必要があるシステム情報を収集します。システムに関する値を記録します。
	カスタム・ネットワーク・アドレス構成のチェックリスト
 このトピックのチェックリストを使用して、Oracle Database Applianceに必要なIPアドレスを識別します。




デプロイメント前に必要な情報のリスト

Oracle Database Applianceをデプロイするために準備する必要があるセキュリティ、ストレージおよびネットワーク情報を収集します。 

Oracle Database Applianceハードウェアの到着前に、rootパスワードのセキュリティ要件を確認し、ストレージ要件およびネットワーク管理要件を決定して、必要な構成を完了します。 

セキュリティ要件
	Oracle Database Applianceには、どのルート・パスワードを使用する必要がありますか。ルート・パスワードは、ご使用のシステムのセキュリティ要件に従う必要があります。


	セキュアなオペレーティング・システムは、一般的なシステム・セキュリティの重要な基盤です。オペレーティング・システム・デプロイメントが一般的なセキュリティ・プラクティスに準拠していることを確認します。







ストレージ管理要件
ストレージ管理は、Oracle Database Applianceに統合されています。追加のストレージ構成は必要ありません。 

Oracle Database Appliance X6-2SおよびX6-2Mでは、Oracle Automatic Storage Management Cluster File System (Oracle ACFS)またはOracle Automatic Storage Management (Oracle ASM)が使用され、次が含まれます。

	操作ファイル(オペレーティング・システム、Oracle Grid Infrastructureホーム、Oracle Databaseホーム、ツール)用の統合されたストレージ。操作ファイルは、各サーバー内のミラー化された内部システム・ディスクに格納されています。


	 DATA (ユーザー・データおよびデータベース・ファイル)


	RECO (データベースREDOログ、アーカイブ・ログおよびリカバリ・マネージャ・バックアップ)


	操作ファイルは、各サーバー内のミラー化された内部システム・ディスクに格納されています。




外部、内部またはカスタムのバックアップ場所について構成できます。バックアップの場所に応じて、DATAディスクグループとRECOディスクグループ間のストレージ容量を異なる方法で分割できます。

	外部: ストレージ容量は、DATA用に80%およびRECO用に20%で分割されます。 


	内部: ストレージ容量は、DATA用に40%およびRECO用に60%で分割されます。


	カスタム: ストレージ容量は、DATA用に10%から90%およびRECO用にその残りを構成可能です。 




注意:
Oracle Database Appliance X6-2SおよびX6-2Mには、3.2 TBのNon-Volatile Memory Express (NVMe) ドライブが2台、合計で6.4 TBのNVMeストレージが搭載されています。






ネットワーク管理要件 
ネットワーク管理要件および推奨事項は次のとおりです。

	パブリック・ネットワークのネットワーク・インタフェースのタイプを確認し、汎用ネットワークとパブリック・ネットワークの詳細を把握します。


	ドメイン・ネーム・システム(DNS)サーバーを使用して、アドレスを解決することをお薦めします。


	すべての名前は、英数字とハイフン("-")は使用できるがアンダースコア("_")は使用できないという、RFC 952標準に準拠している必要があります。


	パブリック・インタフェースのIPアドレスを指定します。次はパブリック・インタフェースです。

	Oracle Database Appliance X6-2S: btbond1またはsfpbond1


	Oracle Database Appliance X6-2M: btbond1、btbond2またはsfpbond1







 ネットワークの設定によって、使用可能な次のいずれかのボンドを使用できます。

	btbondは、基板に搭載されているNIC 10GBase-T (銅線)ポートに基づいたボンディング・インタフェースです。


	sfpbondは、10GbE SFP+ (ファイバー) PCIeカードに基づいたボンディング・インタフェースです。




初期設定時にconfigure-firstコマンドを使用する場合は、パブリック・ネットワーク用のいずれかのボンディング・インタフェースを選択できます。管理、バックアップ、データ保護、その他のネットワークには、残りのいずれかのボンディング・インタフェースを使用します。Oracle Database Applianceのネットワーク接続を構成する際はネットマスクとゲートウェイの両方が必要であるため、各ネットワークにこれらを指定する準備をします。VLANはサポートされていません。 




次の質問への回答
次の質問の回答を確定します。

	ドメイン名は何ですか。

 たとえば、example.comなどです。


	DNSを使用しますか。 

(オプション)ネットワークの構成に指定する名前とアドレスがドメイン・ネーム・システム(DNS)サーバーで構成されていることを確認してください。DNSはオプションですが、使用することをお薦めします。DNSを使用する場合は、DNSサーバー・アドレスを取得してください。DNSサーバーが使用不可能であっても、指定したアドレスは、IPの名前およびアドレスの解決を提供するために/etc/hostsファイルで構成されます。 


	各サーバーにネットワーク・タイム・プロトコル(NTP)サービスが構成されていて、各サーバーのローカル・システム時間が同期されますか。

 
	パブリック・ネットワークに使用するネットワーク・インタフェースはどれですか。

	10GBase-T (銅線) 


	10GbE SFP+ (ファイバー) 





	パブリック・ネットワークの詳細はどのようになっていますか。システムに接続するには、次の情報が必要です。

	ホスト名

例: myhost


	IPアドレス

例: 192.0.2.18


	パブリック・ネットワーク用のネットマスク

例: 255.255.252.0


	パブリック・ネットワーク用のゲートウェイ

例: 192.0.2.1





	追加ネットワークを構成できる必要がありますか。


	Oracle Database Applianceをオペレーティング・システムとは切り離して管理するために、Oracle Integrated Lights Out Manager (Oracle ILOM)を使用しますか。

(オプション)ネットワーク管理者から次のILOM詳細を収集します。

	Oracle ILOMホスト名

例: myilom1


	Oracle ILOM IPアドレス

例: 10.0.0.3


	Oracle ILOMネットワークのネットマスク

例: 255.255.255.0


	Oracle ILOMネットワークのゲートウェイ

例: 10.0.0.1














システム詳細のチェックリスト

チェックリストを使用して、Oracle Database Appliance用に取得する必要があるシステム情報を収集します。システムに関する値を記録します。




表2-1 Oracle Database Applianceのシステム構成情報用のチェックリスト

	システム情報 	説明 
	ホスト名

	Oracle Database Applianceシステムの名前。名前は、英数字とハイフン("-")は使用できるがアンダースコア("_")は使用できないという、RFC 952標準に準拠している必要があります。名前を数字で始めることはできません。


	ドメイン名

	ドメイン名。たとえば、example.comなどです。


	マスター・パスワード

	UNIXユーザー、oracleおよびgrid用に設定されたパスワード。パスワードは、データベースのSYSとSYSTEMのパスワード、およびシステムのルート・パスワードの設定にも使用されます。提供したパスワードが一般的なセキュリティ・プラクティスに準拠していることを確認してください。


	DNSサーバー

	(オプション) DNSサーバーの詳細。


	NTPサーバー

	(オプション)ネットワーク・タイム・プロトコル(NTP)のサービス詳細。


	リージョン

	Oracle Database Applianceシステムを操作する予定のリージョン。


	タイムゾーン

	Oracle Database Applianceシステムを操作する予定のタイム・ゾーンを選択します。


	データベース・エディション

	Oracle Databaseエディション(Enterprise EditionまたはStandard Edition)を選択します。エディションを混在させることはできません。選択したデータベース・エディションによって、アプライアンスで作成するデータベース・エディションが決まります。エディションを変更するには、Oracle Database Applianceを再デプロイする必要があります。


	バックアップの場所

	希望のバックアップ場所を決定します: 外部、内部またはカスタム。

	「External」では、DATA用のストレージに80%、RECO用に20%が確保されます。


	「Internal」では、DATA用のストレージに40%、RECO用に60%が確保されます。 


	カスタムでは、DATA用のストレージに10%から90%、およびRECO用にその残りが確保されます。 





	データ用に確保されるストレージのパーセンテージ

	カスタムのバックアップ場所を選択した場合は、DATAストレージ用に確保する量を決定します。パーセンテージは10から90の間の整数である必要があります。


	ディスクグループ冗長性

	マシンに4台のNVMeがある場合は、「normal」冗長性(双方向ミラー)または「high」冗長性(3方向ミラー)。マシンに2台のNVMeがある場合、冗長性は自動的に「normal」に設定され、このフィールドは表示されません。

 
	ネットワーク情報

	ネットワーク情報を取得します。

	パブリック・ネットワーク(必須)


	(オプション)追加ネットワーク


	(オプション) Oracle Integrated Lights Out Manager (Oracle ILOM)ネットワーク





	初期データベースの詳細(デプロイメント時に作成した場合)

		データベース名


	標準またはコンテナ・データベース


	クラス(データベース・テンプレート)


	データベース言語


	DBバージョン 


	シェイプ(例: odb1、odb2またはodb3) 


	ストレージ(Oracle ASMまたはOracle ACFS)


	EMコンソールの構成













注意:
ホスト名にはすべて小文字を使用することをお薦めします。










カスタム・ネットワーク・アドレス構成のチェックリスト

このトピックのチェックリストを使用して、Oracle Database Applianceに必要なIPアドレスを識別します。

注意:
デフォルトのホスト・プライベート・アドレスの変更はお薦めしません。IPアドレスの競合など、アドレスを変更するビジネス・ニーズがある場合は、Webコンソールでアプライアンスをデプロイする前にodacli update-networkを使用してプライベート・ネットワークを更新するか、odacli create-applianceコマンドを使用してホスト・プライベート・アドレスを変更してください。odacli create-applianceコマンドを使用するには、JSONファイルを作成する必要があります。







表2-2 Oracle Database ApplianceのデフォルトIPアドレス要件

	IPの種類	IPアドレスのデフォルト値	自分で指定する値
	クライアント・アクセス・ネットワーク

	デフォルトなし

	デフォルトなし


	追加ネットワーク

	デフォルトなし

	デフォルトなし


	Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM)

	デフォルトなし

	デフォルトなし


	ホスト・プライベート・アドレス

	192.168.16.24

	該当しない: プライベート・アドレスはデプロイメント中に定義されるため、変更しないでください。


















[bookmark: GUID-027B1598-A5A6-4C7F-B1A9-6630F0FF10C2]3 Oracle Database Applianceのデプロイメントの準備

この章では、Oracle Database Applianceをデプロイする前に完了する必要のあるタスクについて説明します。 

内容は次のとおりです。





	Oracle Database Applianceへのネットワーク・ケーブルの接続
 Oracle Database Appliance X6-2SおよびOracle Database Appliance X6-2Mは、10GBase-T (銅線)または10GbE SFP+ (ファイバー)ネットワークに接続できます。

	周辺機器の取付け
 このタスクは、Oracle Database Applianceに対して直接アクセスし、モニター、キーボード、マウスをローカル接続して使用する場合に完了してください。 

	Oracle Database Applianceの初回の起動
 この手順は、新しく設置されたOracle Database Applianceを起動する場合、または電源を落とした後にアプライアンスを起動する場合に使用します。 

	Oracle Integrated Lights Out Managerの構成
 Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM)によって、Oracle Database Applianceの再起動およびトラブルシューティングの代替方法が提供されます。

	初期ネットワーク接続の構成
 デプロイメント中にネットワーク情報を作成するには、一時的なネットワーク構成フレームワークを構成します。 

	Oracle Database Applianceソフトウェアのダウンロード
 Oracle Database Applianceをデプロイする前に、ソフトウェアをダウンロードする必要があります。





[bookmark: GUID-EC5956BD-A2A8-442B-B915-9DD21BE650C3]Oracle Database Applianceへのネットワーク・ケーブルの接続

Oracle Database Appliance X6-2SおよびOracle Database Appliance X6-2Mは、10GBase-T (銅線)または10GbE SFP+ (ファイバー)ネットワークに接続できます。

標準のCat-6ネットワーク・ケーブルを使用して、基板に搭載されている10GBase-T (銅線)ネットワーク・ポートに接続します。次の項では、10GbE SFP+ (ファイバー)ネットワークのポートの配線オプションを示します。図で、注釈4および5は、10GBase-T (銅線)ネットワークのポートを示しています。注釈6は、10GbE SFP+ (ファイバー)ネットワークのポートを示しています。 

図3-1 ファイバーおよび銅線ネットワーク・ケーブルの接続
[image: 図3-1の説明が続きます]






表3-1 Oracle Database Applianceのネットワーク・ポートの位置および電源のケーブル配線

	注釈番号
	説明



	1


	電源ケーブル




	2


	ILOM NET MGTポート。サービス・プロセッサ10/100/1000Base-Tネットワーク・インタフェース




	3


	(オプション) ILOM SER MGTポート。サービス・プロセッサRJ-45シリアル・ポート 




	4


	RJ-45コネクタ付きの10 GbEネットワーク・インタフェース・ポート(btbond1)




	5


	RJ-45コネクタ付きの10 GbEネットワーク・インタフェース・ポート(btbond2)

このポートは、Oracle Database Appliance X6-2Mでのみ使用できます。




	6


	10 GbEデュアルレートSFP+ (ファイバー・ネットワーク)ポート(sfpbond1)













次の項では、10 GbE SFP+ PCIカードの配線オプションを示します。 

ファイバー・ケーブル
光ケーブルの場合は、各ネットワーク・ポート用にShort Range(SR)またはLong Range(LR) SFP+トランシーバを購入し、適切な光ケーブルを接続する必要があります。現在、OracleではSRおよびLRのSFP+トランシーバを販売しています。これらのトランシーバに加えて、適切なLC-LCの終端済光ファイバー・ケーブルをサードパーティ・ベンダーから購入する必要があります。




	名前
	Oracle Sun部品番号



	10GbEトランシーバSR (SFP+)


	X2129A-N




	10GbEトランシーバLR (SFP+)


	X5562A-Z
















銅線ケーブル
Oracle Sunから次の銅線ケーブルを購入できます。これらのケーブルには、SFP+コネクタが付けられています。




	名前
	長さ
	Oracle Sun部品番号



	TwinAx 1m


	1m


	X2130-1M-N




	TwinAx 3m


	3m


	X2130-3M-N




	TwinAx 5m


	5m


	X2130-3M-N


















関連項目:

『Oracle Database Applianceオーナーズ・ガイド』 Oracle Database ApplianceでのOracleソフトウェアのデプロイ




4 Oracle Database ApplianceでのOracleソフトウェアのデプロイ 

この章では、Oracle Database Applianceへの接続を確立した後で、Oracleソフトウェアをデプロイする手順について説明します。

内容は次のとおりです。




	Oracle Database Applianceソフトウェアのデプロイについて
 使用可能なデプロイメント・オプションを理解するには、この情報を確認してください。
	Oracle Database Applianceソフトウェアのコピー
 ソフトウェア・バンドルをシステムにコピーして、アプライアンスをデプロイする前にバンドルを最新バージョンに更新します。
	Oracle Database Applianceのデプロイ
 システム、ネットワーク、データベースおよびOracle Auto Service Request (Oracle ASR)を構成してアプライアンスをデプロイするには、この手順を完了します。




Oracle Database Applianceソフトウェアのデプロイについて

使用可能なデプロイメント・オプションを理解するには、この情報を確認してください。

ソフトウェアをデプロイする手順は、次のステップで構成されています。

	以前にダウンロードしたOracle Database Applianceシングル・インスタンス・ソフトウェア・バンドルをコピーします。


	Oracle Database Applianceイメージを更新します。


	構成をデプロイします。




Webコンソールは、構成をデプロイする推奨の方法です。Webコンソールでは、システム、ネットワーク、データベースおよびOracle Auto Service Request (Oracle ASR)の構成など、Oracle Database Applianceのプロビジョニングに必要なフィールドがすべて提供されます。コマンドライン・インタフェースを使用する場合は、JSONファイルを作成してデプロイメント・オプションを構成する必要があります。

Oracle Database Applianceソフトウェアのデプロイを完了するには、約1時間が必要です。





Oracle Database Applianceソフトウェアのコピー

ソフトウェア・バンドルをシステムにコピーして、アプライアンスをデプロイする前にバンドルを最新バージョンに更新します。

Oracle Database Applianceシングル・インスタンス・ソフトウェア・バンドルをOracle Database Applianceにコピーする必要があります。 

セキュア・コピー(scp)またはセキュア・ファイル転送プロトコル(sftp)プロトコルを使用して、ファイルをコピーします。scpまたはsftpを使用するには、最初に、静的なIPアドレス(例: oda_host)を設定し、configure firstnetコマンドでそのアドレスを使用してOracle Database Applianceを構成する必要があります。このコマンドによって、ネットワークでシステムを使用できることが保証され、Oracle Appliance Manager Webコンソールを使用してOracle Database Applianceをデプロイできるようになります。

または、USBストレージ・デバイスを使用することもできます。USBドライブを使用してファイルを転送するには、そのファイルを最初にFAT32、ext3またはext4としてフォーマットする必要があります。NTFSファイル・フォーマットはサポートされていません。




	Oracle Database Applianceシングル・インスタンス・ソフトウェア・バンドル(SIB)を、外部クライアントからOracle Database Applianceにコピーします。バンドルをコピーするには、scpまたはsftpプロトコルを使用します。
たとえば、scpコマンドを使用する場合は、次のようなコマンドを入力し(一時ホスト・アドレスはoda_host)、バンドルを/tmpにコピーします。

scp odasm-db-bundle-12.1.2.7-date_1of2.zip to root@oda_host

scp odasm-db-bundle-12.1.2.7-date_2of2.zip to root@oda_host


たとえば、sftpコマンドを使用する場合は、次のようなコマンドを入力し(一時ホスト・アドレスはoda_host)、バンドルを/tmpにコピーします。

sftp root@oda_host

ルート・パスワードを入力します。

put odasm-db-bundle-12.1.2.7-date.zip



	 前のステップでシステムにコピーされたシングル・インスタンス・バンドル・ファイルでOracle Database Applianceを更新します。複数のファイルがある場合は、それらをすべてカンマで区切ってリストできます。たとえば、イメージ・ファイルを更新する次のようなコマンドを入力し(一時ホスト・アドレスがoda_host)、バンドルを/tmpにコピーします。

#update-image --image-file /path/oda-sm-12.1.2.7.0-160518-GI-12.1.0.2.zip,/path/oda-sm-12.1.2.7.0-160518-DB-12.1.0.2.zip,/path/oda-sm-12.1.2.7.0-160518-DB-11.2.0.4.zip









Oracle Database Applianceのデプロイ

システム、ネットワーク、データベースおよびOracle Auto Service Request (Oracle ASR)を構成してアプライアンスをデプロイするには、この手順を完了します。

Oracle Database Applianceをデプロイする前に、初期ネットワーク接続を構成する必要があります。詳細は、初期ネットワーク接続の構成を参照してください。


Webコンソールを起動して、Oracle Database Applianceをデプロイするための次の構成ステップを完了します。

	システムを構成します。


	クライアント・アクセス・ネットワークを構成します。


	(オプション)追加ネットワークおよびOracle ILOMネットワークを構成します。


	データベースを構成します。


	(オプション) Oracle ASRを構成します。




アプライアンスのデプロイに必要な構成設定の参照として、以前に完了したチェックリストを使用します。




	ブラウザを開いて、次のURLを入力してWebコンソールを起動します。https://ip-address:7093/mgmt/index.html



	次の資格証明を入力します。	ユーザー名: oda-admin
	パスワード: welcome1



	「Deploy Appliance」をクリックします。
	次の情報を入力してシステムを構成し、「Next」をクリックします。	Host Name: ホスト名を入力します。
	Domain Name: ドメイン名を入力します。
	Region: (オプション)Oracle Database Applianceが配置される世界のリージョンを選択します。
	Timezone: (オプション)Oracle Database Applianceが配置されるタイムゾーンを選択します。
	DNS Server: (オプション) DNSサーバーを入力します。
	NTP Server: (オプション) NTPサーバーを入力します。
	Database Edition: Oracle Databaseエディションとして、「Enterprise Edition」または「Standard Edition」のいずれかを選択します。エディションを混在させることはできません。このページで選択したデータベース・エディションによって、アプライアンスで作成するデータベース・エディションが決まります。エディションを変更するには、Oracle Database Applianceを再デプロイする必要があります。

	Backup Location: バックアップ場所として「External」、「Internal」または「Custom」を選択します。「External」では、DATA用のストレージに80%、RECO用に20%が確保されます。「Internal」では、DATA用のストレージに40%、RECO用に60%が確保されます。「Custom」を選択すると、DATA用のストレージのパーセンテージを10%から90%で定義して、RECO用にその残りを確保できます。

	Percentage of Storage Reserved for Data: 前述の手順で「Custom」を選択した場合は、10から90までの整数を入力します。
	Diskgroup Redundancy: このフィールドは、Webコンソールでシステムに4台のNVMeがあることが検出された場合のみ表示されます。「Normal」または「High」を選択します。システムに2台のNVMeがある場合、冗長性は自動的に「NORMAL」に設定され、このフィールドは表示されません。
	Master Password: 「Master Password」フィールドおよび「Confirm Password」フィールドにマスター・パスワードを入力します。マスター・パスワードは、UNIXユーザー、root、oracle、grid、SYS、SYSTEMおよびPDBADMIN用に設定されるパスワードです。



図4-1 システム構成
[image: 図4-1の説明が続きます]





	次の情報を入力してネットワークを構成し、「Next」をクリックします。このページを使用すると、プライマリ・クライアント・アクセス・ネットワーク、追加ネットワークおよびILOMネットワークを構成できます。構成する必要があるのは、クライアント・アクセス・ネットワークのみです。
	Client Access Network IP Address: プライマリ・クライアント・アクセス・ネットワークのIPアドレスを入力します。
	Client Access Network Subnet Mask: プライマリ・クライアント・アクセス・ネットワークのサブネット・マスク・アドレスを入力します。
	Client Access Network Gateway: プライマリ・クライアント・アクセス・ネットワークのゲートウェイ・アドレスを入力します。
	Client Access Network Interface: プライマリ・クライアント・アクセス・ネットワークのインタフェースを入力します。
	(オプション)Additional Network IP Address: 追加ネットワークを構成するためのIPアドレスを入力します。
	(オプション)Additional Network Subnet Mask: 追加ネットワークのサブネット・マスク・アドレスを入力します。
	(オプション)Additional Network Gateway: 追加ネットワークのゲートウェイ・アドレスを入力します。
	(オプション)Additional Network Interface: 追加ネットワークのインタフェースを入力します。
	(オプション)ILOM Host Name: Oracle ILOMホストの名前を入力します。
	(オプション)ILOM Network IP Address: ILOMのIPアドレスを入力します。
	(オプション)ILOM Network Subnet Mask: ILOMのサブネット・マスク・アドレスを入力します。
	(オプション)ILOM Network Gateway: ILOMのゲートウェイ・アドレスを入力します。


図4-2 ネットワーク構成
[image: 図4-2の説明が続きます。]





	次の情報を入力してデータベースを構成し、「Next」をクリックします。	DB Name: データベースの名前を入力します。名前には英文字を含める必要があり、8文字以内にする必要があります。

	DB Version: データベース・バージョンを選択します。
	PDB Name: プラガブル・データベース(PDB)の名前を入力します。名前は英文字で始まる必要があります。次の文字が有効です: 英文字およびアンダースコア(_)。

	Container Database: 「Yes」または「No」を選択します。
	Characterset: 文字セットを選択します。
	National Characterset: 各国語文字セットを選択します。
	Language: データベース言語を選択します。
	Territory: リストから地域または場所を選択します。
	Shape: リストからデータベースのシェイプを選択します。
	Storage: 「ACFS」または「ASM」を選択します。
	Configure EM Console: 「Yes」または「No」を選択します。


図4-3 データベース構成
[image: 図4-3の説明が続きます。]





	(オプション)「ASR」ページでOracle ASRを構成して有効にします。	Oracle ASRを有効にしない場合は、「No」を選択して「Submit」をクリックします。
	Oracle ASRを有効にする場合は、「Yes」を選択して、次のフィールドに入力します。


	ASR User Name: My Oracle Supportアカウントに関連付けられている電子メール・アドレスを入力します。
	Password: My Oracle Supportアカウントに関連付けられているパスワードを入力します。
	SNMP Version: 「V2」または「V3」を選択します。
	HTTP Proxy used for Upload to ASR: 「Yes」または「No」を選択します。
	(オプション)Proxy User Name: アップロードにプロキシを使用している場合は、プロキシ・ユーザー名を入力します。
	(オプション)Proxy Password: アップロードにプロキシを使用している場合は、プロキシ・パスワードを入力します。


図4-4 Oracle ASR構成
[image: 図4-4の説明が続きます。]





	「Submit」をクリックします。プロンプトが表示された場合は、「Yes」をクリックして、アプライアンスをデプロイするジョブを開始することを確認します。


「Activities」タブをクリックしてジョブの進捗を監視します。ジョブ番号をクリックするとタスクが表示されます。


デプロイメント後、root、oracle、grid、およびデータベース・ユーザーSYS、SYSTEM、PDBADMINは、マスター・パスワードに設定されます。これらのパスワードをユーザー・セキュリティ・プロトコルに従うように変更します。





























Oracle Database Applianceのインストール後のタスク
























[bookmark: GUID-7889CBAB-0453-4953-B55C-26F579140C53]5 Oracle Database Applianceのインストール後のタスク 

これらの管理タスクは、ソフトウェアのデプロイ後、システムが稼働する前に完了してください。 

内容は次のとおりです。





	Oracleインストール所有者のパスワードの変更
 システムを保護するため、インストール後に、デフォルトの管理アカウント・パスワードを変更する必要があります。

	odacli-admユーザー・パスワードの変更
 odacli-admユーザー・パスワードを変更して、Oracle Appliance Manager Webコンソールへのアクセスを制限します。

	Oracle Auto Service Requestの構成







[bookmark: GUID-0019001F-7A92-43CF-8D0D-654614988256]Oracleインストール所有者のパスワードの変更

システムを保護するため、インストール後に、デフォルトの管理アカウント・パスワードを変更する必要があります。

デプロイメント後、root、oracle、grid、およびデータベース・ユーザーSYS、SYSTEM、PDBADMINは、マスター・パスワードに設定されます。これらのパスワードを企業のユーザー・セキュリティ・プロトコルに従うように変更します。

データベース・システムを保護するために必要な構成とベスト・プラクティスに関する情報は、Oracle Database Applianceセキュリティ・ガイド、Oracle Database概要、Oracle Databaseセキュリティ・ガイドを参照してください。



関連項目:

『Oracle Database Applianceセキュリティ・ガイド』Oracle Databaseの管理






6 Oracle Databaseの管理


この章では、データベースの管理方法について説明します。

内容は次のとおりです。




	Oracle Databaseの機能およびOracle Database Appliance

これらのトピックでは、Oracle Database Applianceで使用可能なOracle Databaseの機能について説明します。
	Oracle Database Applianceでの複数のデータベースの管理について

複数のOracleホーム・サポートに関するOracle要件を理解するには、このトピックを確認してください。
	インスタンス・ケージングを使用した複数のデータベース・インスタンスの管理について

Oracle Database Applianceのシステム・リソースを管理するには、インスタンス・ケージングを使用します。







Oracle Databaseの機能およびOracle Database Appliance




Oracle Databaseの機能およびOracle Database Appliance

これらのトピックでは、Oracle Database Applianceで使用可能なOracle Databaseの機能について説明します。

内容は次のとおりです。




	Oracle Enterprise Manager Database ExpressおよびOracle Database Appliance
 Oracle Enterprise Manager Database Expressを使用してデータベースを管理できます。
	データの移行と管理およびOracle Database Appliance
 Oracle Database Applianceでは、標準のOracle Databaseのロードおよび移行ツールの使用がサポートされています。
	Oracle Database Applianceの管理グループおよびユーザー
 Oracle Database Appliance Webコンソールのデプロイメントによって、オペレーティング・システム・グループおよびユーザーが作成され、そのメンバーにアプライアンスでのシステム管理権限が付与されます。




親トピック: Oracle Databaseの管理






















Oracle Enterprise Manager Database ExpressおよびOracle Database Appliance
























[bookmark: GUID-CEAD80C8-F59E-466A-9F39-6DE96C50009B]Oracle Enterprise Manager Database ExpressおよびOracle Database Appliance

Oracle Enterprise Manager Database Expressを使用してデータベースを管理できます。

Oracle Enterprise Manager Database Expressは、Oracle Database 12cのWebベースの管理ツールです。Oracle Enterprise Manager Database Expressは、Oracle Database ApplianceにOracle Databaseとともにオプションでインストールされます。Oracle Enterprise Manager Database Expressの概要は、Oracle Database 2日でデータベース管理者を参照してください。

Oracle Enterprise Manager Database Expressでは、次の機能が提供されます。

	ストレージ管理やユーザー管理などの基本管理タスクのサポート



	パフォーマンスの診断と調整のための包括的なソリューション



	Graphical User Interfaceでのパフォーマンス・アドバイザ



	SQL*LoaderやOracle Recovery Manager (RMAN)など、Graphical User InterfaceでのOracle Databaseユーティリティ





関連項目:
Oracle Database 2日でデータベース管理者















データの移行と管理およびOracle Database Appliance
























[bookmark: GUID-63E109BF-99EF-4C26-A220-F2106330A25B]データの移行と管理およびOracle Database Appliance

Oracle Database Applianceでは、標準のOracle Databaseのロードおよび移行ツールの使用がサポートされています。

 既存のデータベースからOracle Database Applianceにデータをロードまたはデータを移行する場合は、標準のOracle Databaseのロードおよび移行ツールを使用できます。このようなツールには、次のものがあります。

	SQL*Loader



	Oracle Data Pump



	 トランスポータブル表領域



	RMAN





また、RMANユーティリティはOracle Database Applianceでデータベースをバックアップおよびリカバリする場合にも使用できます。

関連項目:
	Oracle Databaseバックアップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド















Oracle Database Applianceの管理グループおよびユーザー
























[bookmark: GUID-EA932C87-7FA1-47B7-9623-252D15F1B9EC]Oracle Database Applianceの管理グループおよびユーザー

Oracle Database Appliance Webコンソールのデプロイメントによって、オペレーティング・システム・グループおよびユーザーが作成され、そのメンバーにアプライアンスでのシステム管理権限が付与されます。

 構成時に、2つの管理アカウントがOracle Database Applianceのために作成されます。それらは、ユーザーID (UID)が1001のgridユーザー、およびUIDが1000のoracleユーザーです。ユーザーgridは、Oracle Grid Infrastructureインストール所有者です。ユーザーoracleはOracle Databaseインストール所有者、およびすべてのOracle Databaseホーム(Oracleホーム)の所有者です。デフォルトでは、これらのユーザーは、オペレーティング・システム・グループのメンバーであり、メンバーにはOracle DatabaseとOracle Automatic Storage Managementを起動および管理する権限が付与されます。

次の表に、Oracleシステム権限グループ、およびオペレーティング・システム認証グループに関する情報を示します。




表6-1 Oracle Database Applianceのオペレーティング・システム・グループおよびユーザー

	Oracleシステム権限
	グループ名
	グループID (GID)
	gridはメンバーである
	oracleはメンバーである



	Oracle Inventoryグループ(OINSTALL)


	oinstall


	1001


	はい(主グループ)


	はい(主グループ)




	dbaoperグループ用のOSOPER


	dbaoper


	1002


	はい


	はい




	OSDBAグループ


	dba


	1003


	いいえ


	はい




	Oracle ASM用のOSASMグループ 


	asmadmin


	1004


	はい


	いいえ




	ASMグループ用のOSOPER


	asmoper


	1005


	はい


	いいえ




	ASMグループ用のOSDBA 


	asmdba


	1006


	はい


	はい













デプロイメント中に初期データベースを作成する場合、SYSおよびSYSTEMユーザーのパスワードは、Webコンソールで設定したマスター・パスワードです。両方のユーザーのこのパスワードを構成後速やかに変更し、これらの特権アカウントを使用したデータベースへの不正アクセスを防止する必要があります。

関連項目:
	Oracle Gridインフラストラクチャ・インストレーション・ガイドfor LinuxOracle Database Applianceでの複数のデータベースの管理について






Oracle Database Applianceでの複数のデータベースの管理について


複数Oracleホーム・サポートのOracle要件を理解するには、このトピックを確認してください。

Oracleホームは、Oracle Databaseバイナリをインストールするディレクトリで、ここからOracle Databaseを実行します。Oracle Appliance ManagerのODACLIコマンドを使用して、Oracle Database Applianceで複数のOracleホームおよびデータベースを作成および管理します。Oracle Database Appliance Managerでは、OracleのOptimal Flexible Architecture (OFA)標準に準拠したOracle Database Oracleホームが自動的に作成されます。

Oracle Database Applianceでは、異なるリリースのOracle Databaseホームのサポートを含め、複数のOracleホームがサポートされます。Oracle Database Applianceプラットフォームに対してサポートされている特定のOracleソフトウェア・リリースに関する情報を取得するには、関連するreadmeファイルまたはリリース・ノートを確認してください。

サポートされているリリースの情報は、My Oracle Supportノート888888.1を参照してください。

https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&id=888888.1

ODACLIコマンドを使用してOracle Database Applianceで複数のホームを作成する場合、コマンドにより、Oracleホーム・クローニング・プロセスが開始されます。Oracle Database Applianceデプロイメントでは、ユーザーoracleは、Oracleホームを所有するソフトウェア・インストール所有者アカウントです。


注意:

前のリリースからアップグレードしない場合は、インストール対象のOracle Databaseバージョンに対するOracle Database Applianceエンドユーザー・バンドルをダウンロードしてください。詳細は、My Oracle Supportノート888888.1を参照してください。

https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&id=888888.1



Oracle Database Applianceでデータベースを作成、リスト、詳細表示および削除するには、ODACLIコマンドを使用します。コマンドodacli create-databaseを使用すると、ユーザー入力を最小限に抑えながらデータベースを作成できます。追加オプションなしでこのコマンドを実行すると、新規のデータベース・ホーム(ORACLE_HOME)が作成されます。odacli --dbhomeidコマンドを使用すると、既存のホームにデータベースを作成できます。dbhomeidを検索するには、odacli list-dbhomesコマンドを使用します。

または、Webコンソールを使用してデータベースを作成することもできます。


注意:

Oracle DatabaseパッチをOracle Database Appliance上のOracle Databaseに直接適用しないでください。ソフトウェア・スタック全体での動作がテストされたOracle Database Applianceパッチ・バンドルのみを使用してください。1回かぎりのデータベース・パッチが必要な場合は、Oracleホームに適用できます。Oracle Database Applianceパッチ・バンドルを適用した場合は、競合の原因となり、ロールバックして再適用する必要がある場合があります。

新しいデータベースを作成するには、コマンドライン・インタフェースまたはOracle Database Appliance Webコンソールのみを使用してください。既存のOracle Databaseホームにデータベースを作成するには、コマンドライン・インタフェースを使用します。Webコンソールを使用してデータベースを作成する場合は、各データベースに対して新しいホームが作成されます。







親トピック: Oracle Databaseの管理
























インスタンス・ケージングを使用した複数データベース・インスタンスの管理について
























[bookmark: GUID-32E8B7E1-4304-4BD3-943C-FBD968A7A265]インスタンス・ケージングを使用した複数データベース・インスタンスの管理について

Oracle Database Applianceのシステム・リソースを管理するには、インスタンス・ケージングを使用します。

 Oracle Databaseには、複数のデータベース・インスタンスを実行する複数CPUサーバーでCPU割当てを管理する方法が用意されています。この方法はインスタンス・ケージングと呼ばれます。

 インスタンス・ケージングとOracle Database Resource Manager (リソース・マネージャ)が連携して、複数インスタンス間で必要なサービス・レベルをサポートします。統合により、アイドル・リソースを最小限に抑え、効率を最大限に高め、コストを下げることができます。 

Oracle Database Applianceテンプレートは、各データベース・インスタンス・ワークロードのサイズに合せて事前チューニングされています。特定のコア数で動作するよう設計されています。インスタンス・ケージングによって、各データベースのワークロードは、テンプレートで割り当てられたコアのセットに制限されます(これによって、複数のデータベースを同時に、パフォーマンスを低下させることなく、Oracle Database Applianceの容量まで、実行できるようになります)。計画的成長に備えるために、現在のニーズよりも大きいデータベース・テンプレート・サイズを選択できます。

注意:
Oracle Database Applianceテンプレートはベスト・プラクティスを実装しており、特にOracle Database Appliance用に構成されているため、これらのテンプレートを使用することを強くお薦めします。

Oracle Database Appliance Managerインタフェースは、データベース・クラスとしてデータベースのサイズ設定テンプレートを参照します。



デフォルトでは、Oracle Database Applianceインスタンス・ケージングは有効ではありません。インスタンス・ケージングを有効にするには、Oracle Database Appliance上の各データベースに初期パラメータRESOURCE_MANAGER_PLANを設定します。このパラメータでは、リソース・マネージャが現行のインスタンスに対して使用するプランを指定します。このパラメータを設定すると、リソース・マネージャがデータベース間のコア・リソースを割り当てるようになります。このパラメータでプランを指定しない場合、リソース・マネージャが有効にならないため、インスタンス・ケージングは有効になりません。

各データベースに対して選択したOracle Database Applianceデータベース・テンプレートのサイズに従って、コア・リソースのインスタンス・ケージング割当てが有効になります。CPU_COUNT初期化パラメータは、テンプレートに設定されます。統合する各データベースのサイズと一致するCPU_COUNT設定を使用して、インスタンス・ケージングを構成するための標準の指示に従います。

インスタンス・ケージングおよびリソース・マネージャの有効化と構成の詳細は、Oracle Database管理者ガイドを参照してください。

関連項目:
『Oracle Database管理者ガイド』ストレージの管理






7 ストレージの管理


Oracle Database Applianceのストレージ容量を拡張し、NVMeディスクを交換します。

内容は次のとおりです。




	ストレージの管理について

使用可能なドライブによって、Oracle Database Appliance X6–2SまたはX6–2Mのストレージを4台のNVMEに拡張するか、または既存のNVMeディスクを交換できます。
	NVMeディスクの交換

Oracle Database Appliance上のNVM Express (NVMe)ディスクを交換します。
	NVMeストレージの拡張

Oracle Database ApplianceにNVMeディスクを追加してストレージを拡張します。





ストレージの管理について


使用可能なドライブによって、Oracle Database Appliance X6–2SまたはX6–2Mのストレージを4台のNVMEに拡張するか、または既存のNVMeディスクを交換できます。

デフォルトの構成には、2台のNVMeディスクが含まれます。2台の追加ディスクを追加して合計4台NVMeディスクにすることによって、ストレージを拡張できます。

次のドライブを使用できます。

	
デフォルト構成: pd_00およびpd_01


	
拡張構成: pd_02およびpd_03





図7-1 NVMeストレージ・デバイスの位置

[image: 図7-1の説明が続きます]



図で、注釈2はpd_00の位置、注釈3はpd_01の位置です。拡張構成を使用する場合、追加ディスク(pd_02およびpd_03)は注釈4と5に取り付けられます。NVMeディスクおよびその他のディスクの取付け位置を識別するには、図および表を参照してください。


表7-1 Oracle Database Applianceのストレージ接続

	注釈番号	説明
	
0

	
HDD/SSD 0


	
1

	
HDD/SSD 1


	
2

	
NVMe0 - pd_00


	
3

	
NVMe1 - pd_01


	
4

	
フィラー・パネル(オプションのNVMe2 - pd_02)


	
5

	
フィラー・パネル(オプションのNVMe3 - pd_03)


	
6

	
フィラー・パネル


	
7

	
フィラー・パネル


	
8

	
フィラー・パネル







ODAADMCLIコマンドを使用して、次のアプライアンス・メンテナンス・タスクを実行できます。

	
ストレージ、ディスク、ディスクグループおよびコントローラの表示


	
サーバー、メモリー、プロセッサ、電源、冷却装置およびネットワークの表示





ドライブのLEDインジケータ

各NVMeドライブ・スロットには、ディスクのステータスを示す発光ダイオード(LED)のインジケータがあります。

	
緑色のLED: OK/動作。ディスクは正常に動作しています。緑色のインジケータ・ライト点灯中のドライブの引出しは、安全ではありません。


	
オレンジ色のLED: 要点検または重要な警告があります。オレンジ色のインジケータ・ライト点灯中のドライブの引出しは、安全ではありません。


	
青色のLED: ディスクの電源がオフであり、ディスクをシステムから安全に取り外すことができます。





注意:

電源オフ・コマンドはそのセッションに対してのみ有効です。システムが再起動されると、すべてのディスクの電源が自動的にオンになります。





使用可能なストレージの確認

使用可能なストレージを確認するには、gridユーザーとしてログインし、asmcmd lsdgコマンドを実行します。詳細は、Oracle Automatic Storage Management管理者ガイドを参照してください。








NVMeディスクの交換


Oracle Database Appliance上のNVM Express (NVMe)ディスクを交換します。

NVMeドライブを交換する必要がある場合は、ドライブをスロットから引き出す前に、ソフトウェアを使用して電源をオフにしてください。電源をオフにする前にドライブを引き出すと、カーネルがクラッシュし、データ破損が発生する可能性があります。交換するディスクが複数ある場合は、1台目のディスクの交換を完了してから次のディスクの交換を開始してください。pd_00、pd_01、pd_02およびpd_03の取付け位置は、ストレージの管理についてを参照してください。


注意:

LEDがオレンジ色または緑色の場合は、ドライブを引き出さないでください。 

NVMeディスクを交換するには、次の手順を実行します。

	
交換するディスクのリソース名(n)を識別します。たとえば、pd_01などです。


	
ディスクの電源をオフにします。


# odaadmcli power disk off n


	
ディスクの電源がオフであることを確認します。LEDは、ディスクの電源がオフのときは青色です。


	
スロットからディスクを引き出し、新しくフォーマットしたディスクを同じスロットに挿入します。


	
ディスクの電源をオンにします。ディスク交換の操作が完了するまでに数分かかります。


# odaadmcli power disk on n


	
LEDが緑色に変わったことを確認します。


	
ディスク交換のステータスを確認します。


# odaadmcli show disk









NVMeストレージの拡張


Oracle Database ApplianceにNVMeディスクを追加してストレージを拡張します。

2台のNVMeディスク(pd_00およびpd_01)のデフォルト構成の場合は、2台のNVMeディスクを追加することによってストレージを拡張できます。


注意:

ストレージを拡張する場合は、2台のディスクを追加して、両方のディスク上で同時にストレージを拡張する必要があります。ストレージを4台のNVMeディスクに拡張した後は、2台のNVMeディスクのデフォルト構成に戻すことはできません。

pd_02およびpd_03のディスク・スロットの位置は、ストレージの管理についてを参照してください。


注意:

1つのディスクでストレージを拡張した後で2番目のディスクでストレージを拡張しようとしないでください。ストレージを拡張する場合は、両方のディスクを挿入し、両方のディスクをオンにした後で、ストレージを拡張してください。

NVMeディスクを2台追加するには、次の手順を実行します。

	
新しいディスクpd_02およびpd_03をそれぞれのディスク・スロットに挿入します。


	
次のコマンドを発行してディスクをオンにします。


$ odaadmcli power disk on pd_02 $ odaadmcli power disk on pd_03


	
odaadmcli expand storageコマンドを実行します。


$ odaadmcli expand storage


操作が完了するまでに最長で5分かかる可能性があります。 ディスクが使用可能になると、緑色のLEDインジケータ・ライトが表示されます。











Oracle Appliance Manager Webコンソール






8 Oracle Appliance Manager Webコンソール


Oracle Appliance Manager Webコンソールでは、データベースを表示および作成し、ジョブ・アクティビティを表示するためのわかりやすいインタフェースが提供されます。

内容は次のとおりです。




	Oracle Appliance Manager Webコンソールについて

Oracle Appliance Manager Webコンソールを使用して、データベースを表示および作成し、ジョブ・アクティビティを表示します。
	Webコンソールを使用したデータベースの作成

Oracle Appliance Manager Webコンソールを使用して、Oracle Database Applianceにデータベースを作成します。
	ジョブ・アクティビティの表示

Oracle Appliance Manager Webコンソールを使用して、ジョブ・アクティビティ、ジョブ内のタスクのステータスおよびジョブ・ステータスを表示します。





Oracle Appliance Manager Webコンソールについて


Oracle Appliance Manager Webコンソールを使用して、データベースを表示および作成し、ジョブ・アクティビティを表示します。

Webコンソールは、Optimal Flexible Architectureガイドラインに従ったOracle Databaseをデプロイするために役立ちます。Optimal Flexible Architecture標準ではベスト・プラクティスな構成が提供され、サポートおよび維持がより簡単なデータベース・デプロイメントが保証されます。Optimal Flexible Architectureには、次のものが含まれます。

	
ディレクトリとファイルの構造化された編成、および制御ファイル、REDOログ・ファイル、その他の重要なファイルなど、重要なデータベース・ファイルの一貫性があるネーミング(データベース管理が簡略化されます)


	
表領域の空き領域の断片化を最小にして、管理の柔軟性を最大にするための表領域のコンテンツの分離


	
Stripe and Mirror Everything (SAME)のデプロイメント(データベース・エラーから保護します)




Webコンソールには、次のタスクを実行するためのわかりやすいオプションが用意されています。

	
アプライアンスのデプロイ


	
既存データベースの表示


	
データベースの作成


	
ジョブ・アクティビティの表示





注意:

Oracle Database Applianceに対してデータベースが最適に構成されるように、Oracle DatabaseはWebコンソールまたはコマンドライン・インタフェースを使用して作成してください。

コマンドライン・インタフェースを使用して実行できるライフサイクル・タスクは、Oracle Appliance Managerコマンドライン・インタフェースを参照してください。

Optimal Flexible Architectureの詳細は、Oracle Databaseインストレーション・ガイドfor Linuxの「Optimal Flexible Architecture」を参照してください。






Webコンソールを使用したデータベースの作成


Oracle Appliance Manager Webコンソールを使用して、Oracle Database Applianceにデータベースを作成します。

Webコンソールを使用して、既存の(ORACLE_HOME)にデータベースを作成することはできません。Webコンソールを使用してデータベースを作成する場合は、各データベースに対して新しいデータベース・ホームが作成されます。既存のOracle Databaseホーム(ORACLE_HOME)を使用してデータベースを作成するには、odacli create-database --dbhomeidコマンドを使用します。コマンドラインを使用してデータベースを作成する方法は、odacli create-databaseを参照してください。


	ブラウザを開いて、次のURLを入力してWebコンソールを起動します。
https://ip-address:7093/mgmt/index.html


	次の資格証明を入力します。
	ユーザー名: oda-admin
	パスワード: welcome1



	「Databases」タブをクリックします。
	「Create Database」をクリックします。
	次の情報を入力してデータベースを構成し、「Next」をクリックします。
	DB Name: データベースの名前を入力します。
名前には英文字を含める必要があり、8文字以内にする必要があります。データベースが複数ある場合、このパラメータ値は、システムで実行中の他のデータベースと混同しないように、各インスタンスのOracleインスタンス識別子と一致する必要があります。


	DB Version: バージョンを選択します。
	CDB: データベースをコンテナ・データベース(CDB)にするかどうかによって、「Yes」または「No」を選択します。
	PDB Name: プラガブル・データベース(PDB)の名前を入力します。
名前は英文字で始まる必要があります。次の文字が有効です: 英文字およびアンダースコア(_)。


	Configure EM Console: 「Yes」または「No」を選択します。
Oracle Database 12.1.0.2用のOracle Enterprise Manager Database Express (EM Express)コンソール、またはOracle Database 11.2.0.4用のDatabase Controlコンソールを構成する場合は「Yes」を選択します。「Yes」を選択すると、コンソールを使用してデータベースを管理できます。


	Characterset: 文字セットを選択します。
	National Characterset: 各国語文字セットを選択します。
	Language: データベース言語を選択します。
	Territory: リストからデータベースの地域または場所を選択します。
	Class: リストからデータベース・クラス(OLTP、DSSまたはIMDB)を選択します。
	Shape: リストからデータベースのシェイプを選択します。
	Storage Type: 「ACFS」または「ASM」を選択します。
	Password: パスワードを入力します。
パスワードは英文字で始まり、30文字以内にする必要があります。引用符は使用できません。


	Confirm Password: 確認のためにパスワードをもう一度入力します。



	「Submit」をクリックします。プロンプトが表示された場合は、「Yes」をクリックして、データベースを作成するジョブを開始することを確認します。


ジョブが発行され、ジョブへのリンクを含む確認ページが表示されます。リンクをクリックすると、ジョブの進捗、タスクおよびステータスが表示されます。ジョブ番号をクリックするとタスクが表示されます。


ジョブ確認ページを閉じた後、「Activity」タブをクリックしてジョブの進捗を監視できます。ジョブ番号をクリックすると、タスクおよびステータスの詳細が表示されます。






ジョブ・アクティビティの表示


Oracle Appliance Manager Webコンソールを使用して、ジョブ・アクティビティ、ジョブ内のタスクのステータスおよびジョブ・ステータスを表示します。

	ブラウザを開いて、次のURLを入力してWebコンソールを起動します。
https://ip-address:7093/mgmt/index.html


	次の資格証明を入力します。
	ユーザー名: oda-admin
	パスワード: welcome1



	「Activity」をクリックします。
ジョブ・ページに、最新のジョブ、ジョブ名、ステータスおよび詳細が表示されます。ジョブ名をクリックすると、ジョブを構成するタスクなど、そのジョブに関するより詳細な情報が表示されます。











Oracle Appliance Managerコマンドライン・インタフェース






9 Oracle Appliance Managerコマンドライン・インタフェース


Oracle Appliance Managerコマンドライン・インタフェースには、Oracle Database Applianceを管理するために、様々な種類のツールがあります。

内容は次のとおりです。




	Oracle Appliance Managerコマンドライン・インタフェースについて

Oracle Database Applianceでは、構成、ライフサイクル管理およびシステム管理を実行するために、3種類のツールを使用できます。
	構成コマンド

configureおよびupdateコマンドを使用して、アプライアンスを構成します。
	odacli applianceコマンド

odacli applianceコマンドを使用して、アプライアンスのライフサイクル・アクティビティを実行します。
	odacli databaseコマンド

odacli databaseコマンドを使用して、データベース・ライフサイクル操作を実行します。
	odacli dbhomeコマンド

odacli dbhomeコマンドを使用して、データベース・ホーム操作を管理します。
	odacli networkコマンド

odacli networkコマンドを使用して、ネットワーク・インタフェースのリストおよび詳細を表示します。
	odacli jobコマンド

odacli list-jobsおよびodacli describe-jobコマンドを使用して、ジョブの詳細を表示します。
	odaadmcliストレージ・コマンド

odaadmcliストレージ・コマンドを使用して、ストレージ診断を実行します。
	odaadmcliハードウェア監視コマンド

odaadmcliハードウェア監視コマンドを使用して、ハードウェア構成を表示します。
	odacli-adm set-credential

odacli-adm set-credentialコマンドを使用して、oda-adminユーザー資格証明を変更します。







Oracle Appliance Managerコマンドライン・インタフェースについて






Oracle Appliance Managerコマンドライン・インタフェースについて


Oracle Database Applianceでは、構成、ライフサイクル管理およびシステム管理を実行するために、3種類のツールを使用できます。

Oracle Database Appliance X6-2は、ロールベースのコマンドライン・インタフェースを使用します。ODACLIコマンドを使用してライフサイクル管理タスクを実行し、ODAADMCLIコマンドを使用してストレージおよびハードウェアの監視のメンテナンスを実行します。Oracle Databasesの管理に関連する多くのタスクは、Oracle Database Applianceのデータベースでも必要です。Oracle Databaseに共通のタスクは、Oracle Databaseのドキュメント・ライブラリに記載されています。ただし、タスクを単純化するために、Oracle Database Applianceコマンドライン・インタフェースを使用します。ODACLIおよびODAADMCLIユーティリティは、SYSデータベース管理者ロールとオペレーティング・システム・スーパーユーザー(rootユーザー)の機能を結合します。管理タスクは、常にコマンドライン・ユーティリティを使用して実行します。

次の種類のコマンドを使用できます。

	
構成: アプライアンスの初期デプロイメントの一環として構成コマンドを使用し、CPUコアを構成します。


	
ライフサイクル管理: odacliを使用して、アプライアンスのデータベースおよびシステムの管理タスクを実行します。


	
管理タスク: odaadmcliを使用して、ハードウェアの管理タスクを実行します。




次の構成タスクを実行できます。

	
アプライアンスの最初のネットワークの構成


	
Oracle Database Applianceシングル・インスタンス・ソフトウェア・バンドルの正しい場所への解凍およびコピー


	
システムのCPUコア数の設定




ODACLIコマンドを使用して、次のアプライアンス・ライフサイクル・タスクを実行できます。

	
アプライアンスの作成および詳細表示


	
データベースの作成、リスト表示、詳細表示および削除


	
Oracle Databaseホームの作成、リスト表示、詳細表示および削除


	
ネットワークの作成、リスト表示および詳細表示


	
ジョブのリストおよび詳細の表示




ODAADMCLIコマンドを使用して、次のアプライアンス・メンテナンス・タスクを実行できます。

	
ストレージ、ディスク、ディスクグループおよびコントローラの表示


	
ディスクおよびNVM Express (NVMe)に対するストレージ診断の表示


	
ディスクの検索


	
サーバー、メモリー、プロセッサ、電源、冷却装置およびネットワークの詳細の表示




Oracle Appliance Managerとハードウェアのバージョンによっては、ODACLIコマンドの一部を使用できない場合があります。Oracle Appliance ManagerおよびハードウェアのバージョンでサポートされているODACLIコマンドを確認するには、ODACLIのヘルプ・コマンド: odacli -hを実行します。


ODACLIコマンドの場所およびパスの構成

Oracle Appliance Managerコマンドライン・インタフェースは、次のディレクトリにあります。


/opt/oracle/dcs/bin/odacli


パス/opt/oracle/oda/bin/odacliのodacliコマンドを検索するには、PATH変数が定義されるようにOracle Database Applianceサーバーでrootユーザー・アカウントを構成します。





ODACLIの構文

Oracle Appliance Managerコマンドライン・インタフェースのコマンドおよびパラメータでは大文字と小文字を区別しません。

odacliコマンドでは次のコマンド構文を使用します。


odacli command [options]


	
commandは、アプライアンスに対して実行するアクションです。たとえば、list-networks、create-appliance、describe-jobsがあります。


	
optionsは、ODACLIコマンドのオプション部分です。オプションは、オブジェクトに対して実行されるODACLIコマンドの使用を拡張する1つ以上のオプションで構成されます。オプションには、オブジェクトに対して実行するアクションに関する追加の情報が指定されます。オプション名の前にはダッシュが付きます。オプションによっては、遂行するアクションを実行するために、コマンドにオブジェクトの名前を必要とするものがあります。ヘルプ・オプション(-h)は、ほぼすべてのコマンドで使用可能なオプションです。-hオプションを指定すると、実行するコマンドに関する追加情報を取得できます。








例9-1 ODACLIの構文



# odacli create-database -h 

Usage: create-database [options]   
Options:   
--adminpassword, -m  Password for SYS,SYSTEM and PDB Admin     
--cdb, -c            Create Container Database        Default: false     
--dbclass, -cl       Database Class OLTP/DSS/IMDB     Default: OLTP     
--dbconsole, -co     Enable Database Console          Default: false     
--dbhomeid, -dh      Database Home ID (Use Existing DB Home)   
--dbname, -n         Database Name     
--dbshape, -s        Database Shape{odb1,odb2,odb3 etc.} Default: odb1    
--dbstorage, -r      Database Storage {ACFS|ASM}       Default: ACFS     
--dbtype, -y         Database Type {SI|RAC}            Default: SI     
--help, -h           get help                          Default: false     
--instanceonly, -io  Create Instance Only (For Standby)Default: false     
--json, -j           json output                       Default: false     
--pdbadmin, -d       Pluggable Database Admin User     Default: pdbadmin     
--pdbname, -p        Pluggable Database Name           Default: pdb1     
--targetnode, -g     Node Number (for single-instance databases) Default: 0     
--version, -v        Database Version                  Default: 12.1.0.2







Oracle Appliance Managerコマンドライン・インタフェースのヘルプ

Oracle Database Applianceで使用可能なすべてのコマンドの使用方法の情報を表示するには、-hコマンドを実行します。例を次に示します。


odacli -h


特定のコマンドについて詳細なヘルプを表示するには、odacli command -hコマンドまたはodacliadm command -hを実行します。例を次に示します。


odacli describe-dbhome -h







親トピック: Oracle Appliance Managerコマンドライン・インタフェース








構成コマンド






構成コマンド


configureおよびupdateコマンドを使用して、アプライアンスを構成します。

内容は次のとおりです。




	configure-firstnet

電源をラックに取り付けてネットワーク・ケーブルを接続した後、configure-firstnetコマンドを使用して、アプライアンスに最初のネットワークを構成します。このコマンドによって、ネットワークでシステムを使用できることが保証され、Oracle Appliance Manager Webコンソールを介してデプロイメントを管理できるようになります。
	update-image

update-imageコマンドを使用して、システムのデプロイメントを準備できるように、シングル・インスタンス・ソフトウェア・バンドルを適切な場所に解凍してコピーします。
	configure-cpucore

(オプション) configure-cpucoreコマンドを使用して、データベースに対してシステムで構成する必要があるCPUコアの数を設定します。



親トピック: Oracle Appliance Managerコマンドライン・インタフェース








configure-firstnet






configure-firstnet


電源をラックに取り付けてネットワーク・ケーブルを接続した後、configure-firstnetコマンドを使用して、アプライアンスに最初のネットワークを構成します。このコマンドによって、ネットワークでシステムを使用できることが保証され、Oracle Appliance Manager Webコンソールを介してデプロイメントを管理できるようになります。


構文

ネットワークでシステムを使用できるようにするには、次のコマンドを実行します。


   configure-firstnet  





例9-2 最初のネットワークの構成

最初のネットワークは、DHCPを構成せずにbtbond1インタフェースを使用するように構成します。IPアドレス、ネットマスク・アドレスおよびゲートウェイ・アドレスを指定します。

指定する必要がある値はイタリック・フォントで示されており、net1ゲートウェイ・アドレスを除き、ゲートウェイIPはプログラムで取得されます。このゲートウェイ・アドレスは、他のIPアドレスに指定したネットワーク情報を使用して導出されます。アプライアンス・コマンドライン・インタフェースで検出されるデフォルトとは異なる代替ゲートウェイ・アドレスをネットワーク管理者が指定していない場合は、この値を受け入れます。


# configure-firstnet

Select the Interface to configure the network on (btbond1 sfpbond1): btbond1
Configure DHCP on btbond1 (yes/no): no
INFO: You have chosen Static configuration
Enter the IP address to configure: 10.1.10.2
Enter the Netmask address to configure: 255.255.255.0
Enter the Gateway address to configure: 10.1.10.1
INFO: Plumbing the IPs now
INFO: Restarting the network
Shutting down interface btbond1:







親トピック: 構成コマンド








update-image






update-image


update-imageコマンドを使用して、システムのデプロイメントを準備できるように、シングル・インスタンス・ソフトウェア・バンドルを適切な場所に解凍してコピーします。


構文

イメージを更新するには、次のコマンドを実行します。


   update-image --image-files  absolute file names





パラメータ







	パラメータ	説明
	
--image-files file1,file2,file3

	
ファイル名を識別します。絶対ファイル名のカンマ区切りリストを使用します。カンマの後に空白がないようにしてください。


	
-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。









例9-3 イメージの更新

シングル・インスタンス・ソフトウェア・バンドルを更新するには、次のコマンドを実行します。


#  update-image --image-files file1,file2,file3







親トピック: 構成コマンド








configure-cpucore






configure-cpucore


(オプション) configure-cpucoreコマンドを使用して、データベースに対してシステムで構成する必要があるCPUコアの数を設定します。


構文

CPUコアの数を構成するには、次のコマンドを実行します。


   configure-cpucore -cores numberOfCores [-h]


最大のCPUコア数を有効にするには、次のコマンドを実行します。


   configure-cpucore -cores ALL [-h]





パラメータ







	パラメータ	説明
	
-cores numberOfCores

	
システムで有効にするコア数を定義します。最大のコア数を有効にするには、Allを指定します。


	
-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。









例9-4 CPUコアの構成

CPUコア数を4に設定するには、次のコマンドを実行します。


# configure-cpucore -cores 4







親トピック: 構成コマンド








odacli applianceコマンド






odacli applianceコマンド


odacli applianceコマンドを使用して、アプライアンスのライフサイクル・アクティビティを実行します。

内容は次のとおりです。




	odacli create-appliance

odacli create-applianceコマンドをJSONファイル形式で使用して、Oracle Database Applianceをプロビジョニングします。
	odacli describe-appliance

odacli describe-applianceコマンドを使用して、アプライアンスの詳細を表示します。



親トピック: Oracle Appliance Managerコマンドライン・インタフェース








odacli create-appliance






odacli create-appliance


odacli create-applianceコマンドをJSONファイル形式で使用して、Oracle Database Applianceをプロビジョニングします。


構文

odacli create-applianceコマンドのヘルプを表示するには、次のコマンドを実行します。


   odacli create-appliance  -h



注意:

odacli create-applianceコマンドは、JavaScript Object Notation (JSON)ファイル形式のみをサポートしています。JSONファイルの例およびreadmeは、このドキュメントの付録および/opt/oracle/dcs/sampleディレクトリにあります。







パラメータ







	パラメータ	説明
	
--requestjson、-r

	
アプライアンスを作成するためのJSON入力


	
--json、-j

	
(オプション) JSON出力を表示します。


	
-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。











親トピック: odacli applianceコマンド








odacli describe-appliance






odacli describe-appliance


odacli describe-applianceコマンドを使用して、アプライアンスの詳細を表示します。


構文

アプライアンスの詳細を表示するには、次のコマンドを実行します。


   odacli describe-appliance   





パラメータ







	パラメータ	説明
	
--help、-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。


	
--json、-j

	(オプション) JSON出力を表示します。







例9-5 アプライアンスの詳細の表示

アプライアンスの詳細を表示するには、次のコマンドを実行します。


# odacli describe-appliance 







親トピック: odacli applianceコマンド








odacli databaseコマンド






odacli databaseコマンド


odacli databaseコマンドを使用して、データベース・ライフサイクル操作を実行します。

内容は次のとおりです。




	odacli list-databases

odacli list-databasesコマンドを使用して、アプライアンスのすべてのデータベースのリストを表示します。
	odacli describe-database

odacli describe-databaseコマンドを使用して、データベースの詳細を表示します。
	odacli create-database

odacli create-databaseコマンドを使用して、新しいデータベースを作成します。
	odacli delete-database

odacli delete-databaseコマンドを使用して、データベースを削除します。



親トピック: Oracle Appliance Managerコマンドライン・インタフェース








odacli list-databases






odacli list-databases


odacli list-databasesコマンドを使用して、アプライアンスのすべてのデータベースのリストを表示します。


構文

すべてのデータベースのリストを表示するには、次のコマンドを実行します。


   odacli  list-databases





パラメータ







	パラメータ	説明
	
-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。









例9-6 データベースのリストの表示

データベースのリストを表示します。


# odacli  list-databases







親トピック: odacli databaseコマンド








odacli describe-database






odacli describe-database


odacli describe-databaseコマンドを使用して、データベースの詳細を表示します。


構文

データベースの詳細を表示するには、次のコマンドを実行します。


   odacli  describe-database -i dbid [-j] [-h]





パラメータ







	パラメータ	説明
	
-i

	
表示するデータベース・ホーム識別子(ID)を識別します。

odacli list-databasesコマンドを使用して、dbidを取得します。


	
-j

	(オプション) JSON出力を表示します。
	
-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。









例9-7 データベースの詳細の表示

ac48e0d2-a7b0-4ffd-a27e-f8e42b028c5fという名前のデータベースの情報を表示します。


# odacli describe-database -i ac48e0d2-a7b0-4ffd-a27e-f8e42b028c5f

Database details                                                   
----------------------------------------------------------------
ID: ac48e0d2-a7b0-4ffd-a27e-f8e42b028c5f
Description: rdb1
DB Name: rdb1
DB Version: 12.1.0.2
DBID: 1339792271
CDB: true
PDB Name: r1pdb1
PDB Admin User Name: pdbadmin
Class: OLTP
Shape: odb2
Storage: ASM
CharacterSet: DbCharacterSet(characterSet=AL32UTF8, nlsCharacterset=AL16UTF16, dbTerritory=AMERICA, dbLanguage=AMERICAN)
Home ID: fe87f30c-b810-45d1-8b96-13996ad7a255
Console Enabled: true
Created: Jun 14, 2016 6:21:14 PM







親トピック: odacli databaseコマンド








odacli create-database






odacli create-database


odacli create-databaseコマンドを使用して、新しいデータベースを作成します。


構文

新しいOracle Databaseホームのデータベースを作成するには、次のコマンドを実行します。


   odacli  create-database    


既存のOracle Databaseホームを使用してデータベースを作成するには、次のコマンドを実行します。


   odacli  create-database -dbhomeid Database Home ID   





パラメータ







	パラメータ	説明
	
-m

	
SYS、SYSTEMおよびPDB Adminのパスワードを定義します。


	
-c

	
(オプション)コンテナ・データベースを作成します。


	
-cl OLTP|DSS|IMDB

	
データベース・クラスを定義します。OLTP、DSSまたはIMDBのオプションがあります。デフォルトはOLTPです。


	
-co

	
(オプション)データベース・コンソールを有効にします。


	
-dh

	
既存のデータベース・ホームIDを識別します。


	
-n

	
新しいデータベースに割り当てる名前(dbname)を定義します。


	
-s dbshape

	
データベースのシェイプ(dbshape)を識別します。たとえば、odb1、odb2、odb3があります。デフォルトはodb1です。


	
-ACFS|ASM

	
データベース・ストレージをACFSまたはASMのいずれかに定義します。デフォルト値はACFSです。


	
-y SI|RAC

	
データベース・タイプ(dbtype)をSIまたはRACのいずれかに定義します。デフォルト値はSIです。


	
-io

	
スタンバイ・インスタンスを作成します。


	
-j

	(オプション) JSON出力を表示します。
	
--pdbadmin、-d

	 
プラガブル・データベース(PDB)管理ユーザーの名前を定義します。デフォルト値はpdbadminです。

      
	
-p pdbname

	
PDBの名前を定義します。デフォルト値はpdb1です。


	
-g n

	
ノード番号を定義します(シングル・インスタンス・データベース用)。デフォルトは0です。


	
-vversion

	
データベース・バージョンを定義します。デフォルトのバージョンは12.1.0.2です。


	
-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。









使用上の注意

	
同じアプライアンスにOracle Database Standard EditionとEnterprise Editionのデータベースは混在できません。


	
--dbhomeidを指定しないと、create-databaseコマンドによって新しいOracle Databaseホームが作成されます。


	
--dbhomeidを指定すると、create-databaseコマンドによって既存のOracleホームを使用してデータベースが作成されます。odacli list-dbhomesコマンドを使用して、dbhomeidを取得します。


	
Oracle Database 12.1は、Oracle Automatic Storage Management (Oracle ASM)およびOracle ASM Cluster File System (ACFS)の両方でサポートされています。デフォルトはOracle ACFSです。


	
Oracle Database 11.2はOracle ACFSでサポートされています。


	
Oracle ACFSで複数のデータベースが作成される場合、各データベースは、データファイルごとに独自のOracle ACFSファイル・システムで構成され、/u02/app/db user/oradata/db nameのネーミング規則が使用されます。このマウント・ポイントのデフォルト・サイズは100Gです。


	
オンライン・ログは/u03/app/db user/redo/ディレクトリに保存されます。


	
Oracleの高速リカバリ領域(FRA)は、/u03/app/db user/fast_recovery_areaディレクトリに配置されます。








例9-8 データベースの作成

hrdbという名前の12.1.0.2 OLTPコンテナ・データベースをodb-6のシェイプで作成するには、次のコマンドを実行します。


# odacli create-database -n hrdb -c -m welcome1 -cl OLTP -s odb6 -p pdb1 -v 12.1.0.2







親トピック: odacli databaseコマンド








odacli delete-database






odacli delete-database


odacli delete-databaseコマンドを使用して、データベースを削除します。


構文

データベースを削除するには、次のコマンドを実行します。


   odacli  delete-database -i dbid   





パラメータ







	パラメータ	説明
	
--dbid、-i

	
表示するデータベース・ホーム識別子(ID)を識別します。

odacli list-databasesコマンドを使用して、--dbidを取得します。


	
--json、-j

	(オプション) JSON出力を表示します。
	
-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。









例9-9 データベースの削除

データベースを削除するには、次のコマンドを実行します。


# odacli  delete-database -i my-database-ID







親トピック: odacli databaseコマンド








odacli dbhomeコマンド






odacli dbhomeコマンド


odacli dbhomeコマンドを使用して、データベース・ホーム操作を管理します。

内容は次のとおりです。




	odacli list-dbhomes

odacli list-dbhomesコマンドを使用して、Oracleホーム・ディレクトリのリストを表示します。
	odacli describe-dbhome

odacli describe-dbhomeコマンドを使用して、Oracle Databaseホームの詳細を表示します。
	odacli create-dbhome

odacli create-dbhomeコマンドを使用して、Oracle Databaseホームを作成します。



親トピック: Oracle Appliance Managerコマンドライン・インタフェース








odacli list-dbhomes






odacli list-dbhomes


odacli list-dbhomesコマンドを使用して、Oracleホーム・ディレクトリのリストを表示します。


構文

Oracleホーム・ディレクトリのリストを表示するには、次のコマンドを実行します。


   odacli  list-dbhomes  [-v] [-j] [-h]





パラメータ







	パラメータ	説明
	
-v

	
(オプション)データベース・ホームのバージョンを識別します。


	
-j

	
(オプション) JSON出力を表示します。


	
-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。









例9-10 Oracleホーム・ディレクトリのリストの表示

Oracleホーム・ディレクトリのリストを表示するには、次のコマンドを実行します。


# odacli  list-dbhomes



ID                                   Name               DB Version  
------------------------------------ -----------------  ----------  
b727bf80-c99e-4846-ac1f-28a81a725df6 OraDB12102_home1  12.1.0.2     

(continued)
Home Location
-----------------------------------------
/u01/app/orauser/product/12.1.0.2/dbhome_1







親トピック: odacli dbhomeコマンド








odacli describe-dbhome






odacli describe-dbhome


odacli describe-dbhomeコマンドを使用して、Oracle Databaseホームの詳細を表示します。


構文

Oracle Databaseホームの詳細を表示するには、次のコマンドを実行します。


   odacli  describe-dbhome -i dbhomeid   





パラメータ







	パラメータ	説明
	
-idbhomeid

	
データベース・ホームIDを識別します。odacli list-dbhomesコマンドを使用して、dbhomeidを取得します。


	
-j

	
(オプション) JSON出力を表示します。


	
-vdbversion

	
(オプション)データベース・ホームのバージョンを識別します。odacli list-dbhomes -vコマンドを使用して、dbversionを取得します。


	
-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。









例9-11 Oracle Databaseホームの詳細の表示

次の出力は、Oracle Databaseホームの詳細を表示するコマンドの使用例です。


# odacli  describe-dbhome -i b727bf80-c99e-4846-ac1f-28a81a725df6 

DB Home details ----------------------------------------------------------------
                            ID: b727bf80-c99e-4846-ac1f-28a81a725df6
                          Name: OraDB12102_home1 
                        Version: 12.1.0.2
               Home Location: /u01/app/orauser/product/12.1.0.2/dbhome_1
                       Created: Jun 2, 2016 10:19:23 AM







親トピック: odacli dbhomeコマンド








odacli create-dbhome






odacli create-dbhome


odacli create-dbhomeコマンドを使用して、Oracle Databaseホームを作成します。


構文

Oracle Databaseホームを作成するには、次のコマンドを実行します。


   odacli  create-dbhome -v version [-j] [-h]    





パラメータ







	パラメータ	説明
	
-v version number

	
データベース・ホームのバージョンを定義します。


	
-j

	 
(オプション) JSON出力を表示します。


	
-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。









例9-12 Oracle Databaseホームの作成

次の例は、Oracle Databaseホーム・バージョン12.1.0.2を作成します。


# odacli  create-dbhome -v 12.1.0.2







親トピック: odacli dbhomeコマンド








odacli networkコマンド






odacli networkコマンド


odacli networkコマンドを使用して、ネットワーク・インタフェースのリストおよび詳細を表示します。

内容は次のとおりです。




	odacli list-networks

odacli list-networksコマンドを使用して、ネットワークを表示します。
	odacli describe-network

odacli describe-networkコマンドを使用して、特定のネットワークの詳細を表示します。
	odacli create-network

odacli create-networkコマンドを使用して、ネットワークを作成します。



親トピック: Oracle Appliance Managerコマンドライン・インタフェース








odacli list-networks






odacli list-networks


odacli list-networksコマンドを使用して、ネットワークを表示します。


構文

ネットワークのリストを表示するには、次のコマンドを実行します。


   odacli  list-networks  [-j] [-h] 





パラメータ







	パラメータ	説明
	
-j

	(オプション) JSON出力を表示します。
	
-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。









例9-13 ネットワークのリストの表示

ネットワークのリストを表示するには、次のコマンドを実行します。


# odacli  list-networks

 ID                                     Name              NIC      IP Address Subnet   Mask          Gateway
-------------------------------------  ------------------ -------- ------------------ -------------- ------------
1282bdd4-fcd3-46ba-aadc-b71a76307a6d    Private-network   priv0     10.0.2.24         255.255.255.0   10.0.2.1 
9e5ba92b-3f64-4ca7-9067-48be0952510a    btbond1                     10.209.13.110     255.255.252.0   10.209.12.1 







親トピック: odacli networkコマンド








odacli describe-network






odacli describe-network


odacli describe-networkコマンドを使用して、特定のネットワークの詳細を表示します。


構文

特定のネットワークの詳細を表示するには、次のコマンドを実行します。


   odacli  describe-network -i id [-j][-h]





パラメータ







	パラメータ	説明
	
-j

	(オプション) JSON出力を表示します。
	
-i

	
ネットワークIDを識別します。odacli list-networksコマンドを使用して、idを取得します。


	
-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。









例9-14 ネットワークの詳細の表示

9e5ba92b-3f64-4ca7-9067-48be0952510aというネットワークIDの詳細を表示するには、次のコマンドを実行します。


# odacli describe-network -i 9e5ba92b-3f64-4ca7-9067-48be0952510a

Network details 
----------------------------------------------------------------
ID: 9e5ba92b-3f64-4ca7-9067-48be0952510a                    
Name:                    
NIC: btbond1              
IP Address: 192.0.2.1            
Subnet Mask: 255.255.252.0                 
Gateway: 10.100.10.1                    
Type: Public                 
Default: true                
Created: Jun 2, 2016 10:19:23 AM










親トピック: odacli networkコマンド








odacli create-network






odacli create-network


odacli create-networkコマンドを使用して、ネットワークを作成します。


構文

ネットワークの作成:


   odacli  create-network -n network interface name -p IP address -w [Public|Private|Dataguard|Backup|Other] -s  network subnet mask -g network gateway [-h]





パラメータ







	パラメータ	説明
	
--defaultnetwork、-d

	
デフォルト・ネットワークを識別します。


	
--gateway、-g

	
ネットワーク・ゲートウェイを定義します。


	
--interface、-n        

	
ネットワーク・インタフェースの名前を定義します。


	
--ipaddress、-p

	
ネットワークIPアドレスを定義します。


	
--json、-j

	
(オプション) JSON出力を表示します。


	
--networktype、-w

	
ネットワークのタイプを定義します。オプション: [Public|Private|Dataguard|Backup|Other]


	
subnetmask、-s

	
ネットワーク・サブネット・マスクを定義します。


	
-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。









使用上の注意

このコマンドを使用して、create-applianceでは作成されない追加のネットワークを作成します。

ネットワークを作成できるのは、ボンディング・インタフェースのみです。





例9-15 ネットワークの作成

次の例は、新しいネットワークsfpbond1をIPアドレス192.0.2.15で作成します。ネットワークは、サブネット・マスク255.255.255.0およびゲートウェイ192.0.2.1を使用する追加のネットワークです。


# odacli create-network -n sfpbond1 -p 192.0.2.15 -w Backup -s 255.255.255.0 -g 192.0.2.1 







親トピック: odacli networkコマンド








odacli jobコマンド






odacli jobコマンド


odacli list-jobsおよびodacli describe-jobコマンドを使用して、ジョブの詳細を表示します。

内容は次のとおりです。




	odacli list-jobs

odacli list-jobsコマンドを使用して、ジョブID、ステータス、ジョブの作成日とタイムスタンプなど、ジョブのリストを表示します。
	odacli describe-job

odacli describe-jobコマンドを使用して、ジョブID、ステータス、タスク、ジョブの作成日とタイムスタンプなど、特定のジョブに関する詳細を表示します。



親トピック: Oracle Appliance Managerコマンドライン・インタフェース








odacli list-jobs






odacli list-jobs


odacli list-jobsコマンドを使用して、ジョブID、ステータス、ジョブの作成日とタイムスタンプなど、ジョブのリストを表示します。


構文

ジョブのリストおよびジョブの詳細とステータスを表示するには、次のコマンドを実行します。


   odacli list-jobs [-j] [-h]





パラメータ







	パラメータ	説明
	
-j

	(オプション) JSON出力を表示します。
	
-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。









例9-16 ジョブのリストの表示

ジョブのリストを表示するには、次のコマンドを実行します。


# odacli list-jobs

ID                           Description            Created                          Status
---------------------------- ---------------------  -------------------------        ---------- 
a6084067-72a1-4625-bea7-efd  Provisioning service  creation Jun 2, 2016 10:19:23 AM  Success 










親トピック: odacli jobコマンド








odacli describe-job






odacli describe-job


odacli describe-jobコマンドを使用して、ジョブID、ステータス、タスク、ジョブの作成日とタイムスタンプなど、特定のジョブに関する詳細を表示します。


構文

特定のジョブ、ステータスおよびタスクを表示するには、次のコマンドを実行します。


   odacli describe-job   -i jobid [-j] [-h]





パラメータ







	パラメータ	説明
	
-i  jobid

	
ジョブを識別します。ジョブID(jobid)を取得するには、list-jobsコマンドを実行します。


	
-j

	(オプション) JSON出力を表示します。
	
-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。









例9-17 ジョブの詳細の表示

ジョブIDが02df22c8-c21f-4162-8265-97f7826c243aである特定のジョブの詳細を表示するには、次のコマンドを実行します。


 # odacli describe-job -i 02df22c8-c21f-4162-8265-97f7826c243a







親トピック: odacli jobコマンド








odaadmcliストレージ・コマンド






odaadmcliストレージ・コマンド


odaadmcliストレージ・コマンドを使用して、ストレージ診断を実行します。

内容は次のとおりです。




	odaadmcli expand storage

odaadmcli expand storageコマンドを使用して、ストレージを拡張します。
	odaadmcli show disk

odaadmcli show diskコマンドを使用して、システムの単一のディスクまたはすべてのディスクのステータスを表示します。
	odaadmcli show diskgroup

odaadmcli show diskgroupコマンドを使用して、構成されているディスクグループのリストまたは特定のディスクグループの構成を表示します。
	odaadmcli show controller

odaadmcli show controllerコマンドを使用して、コントローラの詳細を表示します。
	odaadmcli show iraid

odaadmcli show iraidコマンドを使用して、内部RAIDサブシステムの詳細を表示します。
	odaadmcli show raidsyncstatus

odaadmcli show raidsyncstatusコマンドを使用して、RAID SYNCステータスを表示します。
	odaadmcli show storage

odaadmcli show storageコマンドを使用して、ストレージ・コントローラ、エクスパンダおよびディスクを表示します。
	odaadmcli stordiag

odaadmcli stordiagコマンドを使用して、各ディスクまたはNVMeについて詳細な情報を収集します。
	odaadmcli manage diagcollect

odaadmcli manage diagcollectコマンドを使用して、ストレージ・コンポーネントの診断ログを収集します。
	odaadmcli power

odaadmcli powerコマンドを使用して、ディスクの電源をオンまたはオフにします。



親トピック: Oracle Appliance Managerコマンドライン・インタフェース








odaadmcli expand storage






odaadmcli expand storage


odaadmcli expand storageコマンドを使用して、ストレージを拡張します。


構文

ストレージを拡張するには、次のコマンドを実行します。


  odaadmcli expand storage [-h]





パラメータ







	パラメータ	説明
	
-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。











親トピック: odaadmcliストレージ・コマンド








odaadmcli show disk






odaadmcli show disk


odaadmcli show diskコマンドを使用して、システムの単一のディスクまたはすべてのディスクのステータスを表示します。


構文

システムのすべてのディスクのステータスを表示するには、次のコマンドを実行します。


   odaadmcli show  disk [-h]


単一のディスクのステータスを表示するには、次のコマンドを実行します。


  odaadmcli show  disk n [-h]





パラメータ







	パラメータ	説明
	
n

	
ディスク・リソース名を定義します。リソース名の形式はpd_[0..3]です。


	
-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。









例9-18 すべてのディスク・ステータスの表示

システムのすべてのディスクのステータスを表示するには、次のコマンドを実行します。


# odaadmcli show -disk         
NAME            PATH                    TYPE    STATE   STATE_DETAILS          
pd_00   /dev/nvme0n1 NVD                ONLINE  Good         
pd_01   /dev/nvme1n1 NVD                ONLINE  Good





例9-19 単一のディスク・ステータスの表示

pd_00という名前のディスクのステータスを表示するには、次のコマンドを実行します。


# odaadmcli show disk pd_00 

The Resource is : pd_00         
ActionTimeout : 1500         
ActivePath : /dev/nvme0n1        
 AsmDiskList : |data_00||reco_00|         
AutoDiscovery : 1         
AutoDiscoveryHi : |data:80:NVD||reco:20:NVD|         
CheckInterval : 300         
ColNum : 0         
CriticalWarning : 0         
DependListOpr : add        
 Dependency : |0|         
DiskId : 360025380144d5332         
DiskType : NVD         
Enabled : 1         
ExpNum : 19         
HbaPortNum : 10         
IState : 0         
Initialized : 0         
IsConfigDepende : false        
 ModelNum : MS1PC2DD3ORA3.2T        
 MonitorFlag : 1         
MultiPathList : |/dev/nvme0n1|         
Name : pd_00         
NewPartAddr : 0         
OSUserType : |userType:Multiuser|         
PlatformName : X6_1_LITE_S         
PrevState : Invalid         
PrevUsrDevName :         
SectorSize : 512         
SerialNum : S2LHNAAH000001         
Size : 3200631791616         
SlotNum : 0         
SmartDiskWarnin : 0        
SmartTemperatur : 37         
State : Online         
StateChangeTs : 1465263789         
StateDetails : Good         
TotalSectors : 6251233968         
TypeName : 0         
UsrDevName : NVD_S00_S2LHNAAH101026         
VendorName : Samsung         
gid : 0        
 mode : 660         
uid : 0







親トピック: odaadmcliストレージ・コマンド








odaadmcli show diskgroup






odaadmcli show diskgroup


odaadmcli show diskgroupコマンドを使用して、構成されているディスクグループのリストまたは特定のディスクグループの構成を表示します。


構文

構成されているディスクグループのリストを表示するには、次のコマンドを実行します。


   odaadmcli show diskgroup [-h]


DATAの構成を表示するには、次のコマンドを実行します。


   odaadmcli show diskgroup [DATA] [-h]


RECOの構成を表示するには、次のコマンドを実行します。


   odaadmcli show diskgroup [RECO] [-h]





パラメータ







	パラメータ	説明
	
DATA

	
(オプション) DATAディスクグループの構成を表示します。


	
RECO

	
(オプション) RECOディスクグループの構成を表示します。


	
-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。









例9-20 すべてのディスクグループのリストの表示

ディスクグループのリストを表示するには、次のコマンドを実行します。

# odaadmcli show diskgroup 

DiskGroups
---------- 
DATA
RECO  





例9-21 DATAの構成の表示

DATAの構成を表示するには、次のコマンドを実行します。

# odaadmcli show diskgroup DATA

ASM_DISK  PATH                           DISK   STATE   STATE_DETAILS          
data_00   /dev/NVD_S00_S2LHNAAH101026p1  pd_00  ONLINE   Good         
data_01   /dev/NVD_S01_S2LHNAAH101008p1  pd_01  ONLINE   Good







親トピック: odaadmcliストレージ・コマンド








odaadmcli show controller






odaadmcli show controller


odaadmcli show controllerコマンドを使用して、コントローラの詳細を表示します。


構文

コントローラの詳細を表示するには、次のコマンドを実行します。


   odaadmcli show controller [-h]





パラメータ







	パラメータ	説明
	
-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。











親トピック: odaadmcliストレージ・コマンド








odaadmcli show iraid






odaadmcli show iraid


odaadmcli show iraidコマンドを使用して、内部RAIDサブシステムの詳細を表示します。


構文

内部RAIDサブシステムの詳細を表示するには、次のコマンドを実行します。


   odaadmcli show iraid [-h]





パラメータ







	パラメータ	説明
	
-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。









例9-22 内部RAIDサブシステムの詳細の表示

内部RAIDサブシステムの詳細を表示するには、次のコマンドを実行します。


# odaadmcli show iraid

 NAME                      CTRL# PRODUCT   SERIAL_NO BIOS_VER              FW_VER                                                                                                                                                          
 IR_0_0_0 0        LSI      MegaRAID 9361-8i       SV52756042      6.17.04.2_4.16.08.00_0x06060A                                           
 IR_0_0_1 0        LSI      MegaRAID 9361-8i       SV52756042      6.17.04.2_4.16.08.00_0x06060A 

VDISK_TYPE              VDISK_STATE             PDISK_MODEL
4.230.40-3739   RAID1                           Optl MS4SC2JH2ORA480G 
4.230.40-3739   RAID1                           Optl MS4SC2JH2ORA480G 

EID:SLT         PDISK_STATE             SIZE                    CV_MODEL        CV_STATE        CV_TEMP
252:0           Onln                            446.102 GB      CVPM02          Optimal         25C
252:1           Onln                            446.102 GB      CVPM02          Optimal         25C







親トピック: odaadmcliストレージ・コマンド








odaadmcli show raidsyncstatus






odaadmcli show raidsyncstatus


odaadmcli show raidsyncstatusコマンドを使用して、RAID SYNCステータスを表示します。


構文

RAID SYNCのステータスを表示するには、次のコマンドを実行します。


   odaadmcli show raidsyncstatus [-h]





パラメータ







	パラメータ	説明
	
-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。









例9-23 RAID SYNCステータスの表示

RAID SYNCの詳細およびステータスを表示するには、次のコマンドを実行します。


# odaadmcli show raidsyncstatus

 Raid Type  Raid Device    Raid Status             maintainPdFailHistory   Rebuildrate  
H/W Raid         /dev/sda               Optimal                         ON                                                              30%







親トピック: odaadmcliストレージ・コマンド








odaadmcli show storage






odaadmcli show storage


odaadmcli show storageコマンドを使用して、ストレージ・コントローラ、エクスパンダおよびディスクを表示します。


構文

ストレージ・コントローラ、エクスパンダおよびディスクを表示するには、次のコマンドを実行します。


   odaadmcli show storage [-h]    


ストレージ・エラーを表示するには、次のコマンドを使用します。


   odaadmcli show storage -errors [-h]   





パラメータ







	パラメータ	説明
	
-errors

	
(オプション)ストレージ・エラーを表示します。


	
-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。









例9-24 ストレージ・デバイスの表示

ストレージ・デバイスを表示するには、次のコマンドを実行します。


# odaadmcli show storage

==== BEGIN STORAGE DUMP ======== 
Host Description: Oracle Corporation:ORACLE SERVER X6-2 
Total number of controllers: 2         
        Id = 0         
        Pci Slot = 10
        Serial Num = S2LHNAAH101026
     Vendor = Samsung
   Model = MS1PC2DD3ORA3.2T         
   FwVers = KPYA7R3Q         
   strId = nvme:19:00.00
      Pci Address = 19:00.0

      Id = 1
      Pci Slot = 11
      Serial Num = S2LHNAAH101008
      Vendor = Samsung         
        Model = MS1PC2DD3ORA3.2T         
        FwVers = KPYA7R3Q
     strId = nvme:1b:00.00         
  Pci Address = 1b:00.0  


Total number of expanders: 0 
Total number of PDs: 2         
   /dev/nvme0n1 Samsung NVD 3200gb slot: 0 pci : 19         
   /dev/nvme1n1 Samsung NVD 3200gb slot: 1 pci : 1 

==== END STORAGE DUMP =========







親トピック: odaadmcliストレージ・コマンド








odaadmcli stordiag






odaadmcli stordiag


odaadmcli stordiagコマンドを使用して、各ディスクまたはNVMeについて詳細な情報を収集します。


構文

ディスクおよびNVM Express (NVMe)のストレージ診断を収集するには、次のコマンドを実行します。


   odaadmcli stordiag n [-h]





パラメータ







	パラメータ	説明
	
n

	
ディスク・リソース名を定義します。リソース名の形式はpd_[0..3]です。


	
-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。









例9-25 NVMeの詳細の表示

NVMe pd_00の詳細情報を表示するには、次のコマンドを実行します。


# odaadmcli stordiag pd_00







親トピック: odaadmcliストレージ・コマンド








odaadmcli manage diagcollect






odaadmcli manage diagcollect


odaadmcli manage diagcollectコマンドを使用して、ストレージ・コンポーネントの診断ログを収集します。


構文

ストレージ・コンポーネントの診断ログを収集するには、次のコマンドを実行します。


   odaadmcli manage diagcollect --storage [-h]





パラメータ







	パラメータ	説明
	
--storage

	
ストレージ・ログを収集します。


	
-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。









例9-26 ストレージ・ログの収集

ストレージ・ログを収集するには、次のコマンドを実行します。


   # odaadmcli manage diagcollect --storage  

Logs are collected to : /opt/oracle/oak/log/rwsoda6s002/oakdiag/oakStorage-rwsoda6s002-20160607_1505.tar.gz







親トピック: odaadmcliストレージ・コマンド








odaadmcli power






odaadmcli power


odaadmcli powerコマンドを使用して、ディスクの電源をオンまたはオフにします。


構文

ディスクの電源をオンまたはオフにするには、次のコマンドを実行します。


   odaadmcli  power [on|off] n [-h]





パラメータ







	パラメータ	説明
	
n

	
ディスク・リソース名を定義します。リソース名の形式はpd_[0..3]です。


	
-on

	
ディスクの電源をオンにします。


	
-off

	
ディスクの電源をオフにします。


	
-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。











親トピック: odaadmcliストレージ・コマンド








odaadmcliハードウェア監視コマンド






odaadmcliハードウェア監視コマンド


odaadmcliハードウェア監視コマンドを使用して、ハードウェア構成を表示します。

内容は次のとおりです。




	odaadmcli show cooling

odaadmcli show coolingコマンドを使用して、冷却装置の詳細を表示します。
	odaadmcli show env_hw

odaadmcli show env_hwコマンドを使用して、環境およびハードウェアに関する情報を表示します。
	odaadmcli show fs

odaadmcli show fsコマンドを使用して、ファイルシステムの詳細を表示します。
	odaadmcli show memory

odaadmcli show memoryコマンドを使用して、メモリーの詳細を表示します。
	odaadmcli show network

odaadmcli show networkコマンドを使用して、ネットワークの詳細を表示します。
	odaadmcli show power

odaadmcli show powerコマンドを使用して、電源の詳細を表示します。
	odaadmcli show processor

odaadmcli show processorコマンドを使用して、プロセッサの詳細を表示します。
	odaadmcli show server

odaadmcli show serverコマンドを使用して、サーバーの詳細を表示します。



親トピック: Oracle Appliance Managerコマンドライン・インタフェース








odaadmcli show cooling






odaadmcli show cooling


odaadmcli show coolingコマンドを使用して、冷却装置の詳細を表示します。


構文

冷却装置の詳細を表示するには、次のコマンドを実行します。


   odaadmcli show cooling [-h]





パラメータ







	パラメータ	説明
	
-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。











親トピック: odaadmcliハードウェア監視コマンド








odaadmcli show env_hw






odaadmcli show env_hw


odaadmcli show env_hwコマンドを使用して、環境およびハードウェアに関する情報を表示します。


構文

環境およびハードウェアの詳細を表示するには、次のコマンドを実行します。


   odaadmcli show env_hw [-h]





パラメータ







	パラメータ	説明
	
-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。









例9-27 環境およびハードウェアの詳細の表示

ハードウェアの詳細を表示するには、odaadmcli show env_hwと入力します。結果としてベア・メタルのOracle Database Appliance X6–2Sシステムが表示されています。


# odaadmcli show env_hw 

BM ODA_Lite X6-2 Small







親トピック: odaadmcliハードウェア監視コマンド








odaadmcli show fs






odaadmcli show fs


odaadmcli show fsコマンドを使用して、ファイルシステムの詳細を表示します。


構文

ファイルシステムの詳細を表示するには、次のコマンドを実行します。


   odaadmcli show fs [-h]





パラメータ







	パラメータ	説明
	
-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。











親トピック: odaadmcliハードウェア監視コマンド








odaadmcli show memory






odaadmcli show memory


odaadmcli show memoryコマンドを使用して、メモリーの詳細を表示します。


構文

メモリーの詳細を表示するには、次のコマンドを実行します。


   odaadmcli show memory [-h]





パラメータ







	パラメータ	説明
	
-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。











親トピック: odaadmcliハードウェア監視コマンド








odaadmcli show network






odaadmcli show network


odaadmcli show networkコマンドを使用して、ネットワークの詳細を表示します。


構文

ネットワークの詳細を表示するには、次のコマンドを実行します。


odaadmcli show network [-h]





パラメータ







	パラメータ	説明
	
-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。











親トピック: odaadmcliハードウェア監視コマンド








odaadmcli show power






odaadmcli show power


odaadmcli show powerコマンドを使用して、電源の詳細を表示します。


構文

電源の詳細を表示するには、次のコマンドを実行します。


   odaadmcli show power [-h]





パラメータ







	パラメータ	説明
	
-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。











親トピック: odaadmcliハードウェア監視コマンド








odaadmcli show processor






odaadmcli show processor


odaadmcli show processorコマンドを使用して、プロセッサの詳細を表示します。


構文

プロセッサの詳細を表示するには、次のコマンドを実行します。


   odaadmcli show processor  [-h]





パラメータ







	パラメータ	説明
	
-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。











親トピック: odaadmcliハードウェア監視コマンド








odaadmcli show server






odaadmcli show server


odaadmcli show serverコマンドを使用して、サーバーの詳細を表示します。


構文

サーバーの詳細を表示するには、次のコマンドを実行します。


   odaadmcli show server [-h]





パラメータ







	パラメータ	説明
	
-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。











親トピック: odaadmcliハードウェア監視コマンド








odacli-adm set-credential






odacli-adm set-credential


odacli-adm set-credentialコマンドを使用して、oda-adminユーザー資格証明を変更します。


構文

oda-adminユーザー資格証明をリセットするには、次のコマンドを実行します。


   odacli-adm set-credential --password password --username user name [-j] [-h]





パラメータ







	パラメータ	説明
	password	Oracle Appliance Manager Webコンソールへのアクセスに必要なパスワード。デフォルト・パスワードはwelcome1です。
	username	Oracle Appliance Manager Webコンソールへのアクセスに必要なユーザー名。デフォルトのユーザー名はoda-adminです。
	
-j

	(オプション) JSON出力を表示します。
	
-h

	
(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。









使用上の注意

rootユーザーのみがoda-adminユーザー資格証明をリセットできます。





例9-28 oda-adminパスワードのリセット

oda-adminユーザー・パスワードをwelcome2にリセットするには、次のコマンドを実行します。


# odacli-adm set-credential --password welcome2 --username oda-admin







親トピック: Oracle Appliance Managerコマンドライン・インタフェース








Oracle Database Applianceソフトウェア構成のデフォルト




A Oracle Database Applianceソフトウェア構成のデフォルト

この付録では、Oracle Database Applianceソフトウェア構成のデフォルトについて説明します。

内容は次のとおりです。







	Oracle Database Applianceのディレクトリ・パス
Oracle Database ApplianceのOracleホームは、Optimal Flexible Architectureのガイドラインに従っています。
	Oracle Database ApplianceのOracleグループおよびユーザー構成


	Oracle Database Applianceのストレージについて
データベース・ファイルのストレージには、Oracle Automatic Storage Management Cluster File System (Oracle ACFS)またはOracle Automatic Storage Management (Oracle ASM)を使用します。
	Oracle ACFSマウント・ポイントおよび記憶領域
ここでは、Oracle Database ApplianceのOracle ASM Cluster File System (ACFS)のマウント・ポイントについて説明します。 
	Oracle Database Applianceのシステム構成






Oracle Database Applianceのディレクトリ・パス

Oracle Database ApplianceのOracleホームは、Optimal Flexible Architectureのガイドラインに従っています。




表A-1 Oracle Database Applianceのディレクトリ・パス

	アイテム	ディレクトリ・パス
	Gridホーム

	/u01/app/release-specific_name/grid


	Gridベース

	/u01/app/grid


	Oracleホーム

	/u01/app/oracle/product/dbhome_release-specific_namesequence_number


	Oracleベース

	/u01/app/oracle


	Oracleインベントリ 

	/u01/app/oraInventory














Oracle Database ApplianceのOracleグループおよびユーザー構成

Webコンソール使用時のOracleグループおよびユーザーの構成
この表は、Webコンソールを使用してアプライアンスをデプロイする場合のグループおよびデフォルトのユーザーを示しています。すべてのパスワードは、デプロイ時に定義するマスター・パスワードに設定されます。




表A-2 Oracle Database ApplianceのOracleグループおよびユーザー構成

	グループおよびユーザー 	デフォルト値
	Oracle Grid Infrastructureインストール所有者

	grid、UID 1001


	Oracle Databaseインストール所有者

	oracle、UID 1000


	Oracle Databaseシステム管理者

	sys


	Oracle Database汎用管理者

	system


	Oracleインベントリのシステム権限グループ

	oinstall、GID 1001


	Oracle ASM管理者のシステム権限 

	asmadmin、GID 1004


	Oracle ASMユーザーのシステム権限 

	asmdba、GID 1006


	Oracle ASMオペレータのシステム権限

	asmoper、GID 1005


	Oracle Database管理者のシステム権限

	dba、GID 1003


	Oracle Databaseオペレータのシステム権限

	dbaoper、GID 1002













コマンドライン・インタフェース使用時のOracleグループおよびユーザーの構成
odacli create-applianceおよびJSONファイルを使用してアプライアンスをデプロイする場合は、次のオプションがサポートされています。

	ロール分離: 6つのグループおよび2人のユーザーを作成できます。groupname、usernameおよびUIDをカスタマイズできます。


	ロール分離なし: 2つのグループおよび1人のユーザーを作成できます。groupname、usernameおよびUIDをカスタマイズできます。




ジョブ・ロール分離の詳細は、https://docs.oracle.com/database/121/CWSOL/usrgrps.htm#CWSOL763を参照してください。








Oracle Database Applianceのストレージについて

データベース・ファイルのストレージには、Oracle Automatic Storage Management Cluster File System (Oracle ACFS)またはOracle Automatic Storage Management (Oracle ASM)を使用します。

データベース・ファイル・システムはデータベース・ファイルの格納のみに使用され、データベース・データ・ファイル用のDATAファイル・システム、およびアーカイブ・ファイルとバックアップを格納するRECOファイル・システムが含まれます。Oracle Database Applianceでは、Oracle ACFSおよびOracle ASMのデータ・ファイル・ストレージをサポートしています。データベースを作成するときに、データベース・ストレージのタイプを決定します。

Oracle ASMデータベース・ストレージについて
Oracle ASMとOracle Database 12cリリース1 (12.1.0.2)を使用します。

Oracle ASMでは、データベース・データファイルはDATAディスクグループに格納されます。Redoおよびアーカイブ・ファイルはRECOディスクグループに属します。  




Oracle ACFSデータベース・ストレージについて
Oracle ACFSと、Oracle Database 12cリリース1 (12.1.0.2)またはOracle Database 11gリリース2 (11.2.0.4)を使用します。

Oracle ACFSでは、データファイルを格納するためのOracle ACFSファイル・システムは、各データベースのDATAディスクグループから作成され、すべてのデータベースに対するRedoおよび高速リカバリ領域用のOracle ACFSファイル・システムは、RECOディスクグループから作成されます。 








Oracle ACFSマウント・ポイントおよび記憶領域

ここでは、Oracle Database ApplianceのOracle ASM Cluster File System (ACFS)のマウント・ポイントについて説明します。 

データベース作成時にデータベース・ストレージとしてOracle Automatic Storage Management (Oracle ASM)を選択した場合、Oracle ASM Cluster File System (ACFS)は作成されません。すべてのファイルはOracle ASMディスクグループに属します。

データベース・ストレージにOracle ACFSを選択すると、各データベースには個別のOracle ACFSマウント・ポイントが確保されます。

	DATAディスクグループ: /u02/app/oracleuser/oradata/db_name


	RECOディスクグループ: /u03/app/oracleuser.




Oracle ACFSでは、次のファイル・システムが作成されます。

	各データベースに+DATAディスクグループから100G ACFSが作成されます。このOracle ACFSは必要に応じて領域を自動的に拡張します。


	+RECOディスクグループの25%で共通のOracle ACFSが自動拡張付きで作成されます。このファイル・システムは、すべてのデータベースに対する高速リカバリ領域およびRedoログに使用されます。







表A-3 Oracle ACFSマウント・ポイントと、関連のOracle ASMディスク・グループおよびボリューム情報

	ファイル・システム	Oracle ASMディスク・グループ	Oracle ASM動的ボリューム	マウント・ポイント
	DATA

	+DATA

	/dev/asm/datdbname-nnn

例: /dev/asm/datodacn-123

	/u02/app/oracleuser/oradata/dbname

例: /u02/app/example/oradata/odacn


	RECO 

	+RECO

	/dev/asm/reco-nn

	 /u03/app/oracleuser

fast_recovery_areaおよびredoログに対するこのマウント・ポイントは、すべてのデータベースによって共有されます。 

fast_recovery_areaの場合のパス: /u03/app/oracleuser/fast_recovery_area/db_name

Redoログの場合のパス: /u03/app/oracleuser/redo/db_name













例A-1 Oracle ACFSの記憶領域
Oracle ACFSファイル・システムが作成されると、当初はアプライアンス内のすべての記憶域が消費されるわけではありません。追加のリポジトリのために、または場合によってはOracle ASMに直接格納されるデータベース・ファイルのために領域を残しています。次の例に示すように、オペレーティング・システム・コマンドdf -kを実行して、ファイル・システム内の使用可能な記憶領域を確認できます。

# df -k 
Filesystem                            1K-blocks   Used         Available  Use%   Mounted on 
/dev/mapper/VolGroupSys-LogVolRoot    30963708    14203568     15187276   49%     / 
tmpfs                                 65952292      647800     65304492    1%     /dev/shm 
/dev/sda1                               495844       43872       426372   10%     /boot 
/dev/mapper/VolGroupSys-LogVolOpt     61927420    18594420     40187272   32%     /opt 
/dev/mapper/VolGroupSys-LogVolU01    103212320    49621560     48347880   51%     /u01 
/dev/asm/reco-62                      76546048     1469676     75076372    2%     /u03/app/oracle
/dev/asm/datrdb2-268                 104857600     3872368    100985232    4%     /u02/app/oracle/oradata/rdb2
/dev/asm/datndb11-268                104857600      247160    104610440    1%     /u02/app/oracle/oradata/ndb11
/dev/asm/datndb12-268                104857600      247160    104610440    1%     /u02/app/oracle/oradata/ndb12








Oracle Database Applianceのシステム構成




表A-4 Oracle Database Applianceのシステム構成

	アイテム 	値
	Red Hat Compatible Kernelを使用したOracle Linux

	kernel-uek-2.6.39-400.276.1.el6uek.x86_64が適用されたOracle Linux 6.7


	Oracle Grid InfrastructureおよびOracle Databaseのリリース(初期リリース)

	リリース12.1.2.7: Oracle Database Standard Edition 2 (12.1.0.2)、Oracle Database Enterprise Edition (12.1.0.2、11.2.0.4)


	Oracle Enterprise Manager Express

	1158

Oracle Enterprise Managerにアクセスするには、次のURL文字列(hostnameはOracle Database Applianceサーバーの名前)を入力します。

https://hostname:1158/em 















odacli create-applianceコマンドのReadme






B odacli create-applianceコマンドのReadme


readmeおよびJSONファイルの例を使用してJSONファイルを作成し、コマンドライン・インタフェースを使用してアプライアンスを作成します。


Readme

提供されているJSONファイルの例に加え、このreadmeを慎重に検討します。環境および要件に基づいて、必要な変更を加えたJSONファイルを作成します。このページの例およびreadmeは、/opt/oracle/dcs/sampleディレクトリにもあります。


注意:

JSONファイルを作成する前に、readmeおよび例を慎重に検討することが重要です。設定に基づいてネットワークおよびOracle ILOMの情報を正しく入力していない場合は、ホストおよびOracle ILOMへのネットワーク・アクセスが失われます。





定義


instance:
    name: display name for the appliance instance resource
    instanceBaseName: This is the base name used for the service to derive the names for the other entities
    dbEdition: Enter "EE" for enterprise edition, or "SE" for standard edition
    timeZone: OS timeZone
    ntpServers: IP address for ntp server configured in /etc/ntp.conf, enter null if NTP is not configured
    dnsServers: IP address for DNS server configured in /etc/resolv.conf, enter null if dns is not configured.
    domainName: domain name (for example, example.com)
    isRoleSeperated: true|false
        set isRoleSeperated=true if role separation is required during the installation.
            need to specify 6 groups and two users. groupName and userName can be customized
        Set isRoleSeperated=false if role separation is not required.
            Need to specify 2 groups and one user. groupName and userName can be customized
nodes:
    nodeNumber: 0 (Use 0 for ODA S|M)
    nodeName: the Name used to configure the host name.
    network:
        nicName: the NIC name used for the network.
            For ODA S: btbond1, sfpbond1
            For ODA M: btbond1, btbond2, sfpbond1
        ipAddress: IP address for this network
        subNetMask: subnet mask for this network
        gateway: gateway address for this network
        networkType: Public|Backup|Other
        isDefaultNetwork: true|false
    ilom:
        ilomName: ilom name
        ipAddress: ilom ip address
        subNetMask: subnet mask for the ilom network
        gateway: gateway for ilom network
         
grid:
    diskGroup: (ODA S|M contains DATA and RECO Diskgroups)
        diskgroupName: DATA|RECO
        redundancy: Normal|High (for 2 NVMEs, only Normal is supported, for 4 NVMEs, both Normal and High is supported)
        diskPercentage: Percentage of NVMe drive capacity is used for this particular diskgroup.
    language: language used for GI installation
     
database:
    dbName: dbname for the database
    dbVersion: Use "12.1.0.2" for 12c database, "11.2.0.4" for 11.2 database.
    instanceOnly:
        true: only database instance is created without any data files
        false: create a complete database (with datafiles, redo logs, etc)
    isCdb: "true" if this database is container DB. Only valid for 12.1.0.2 database. "False" if this is non-cdb
    pdBName: pdbName if isCdb is "true", use "null" if isCdb is "false"
    pdbAdminuserName: pdb admin user name, use "null" if isCdb is "false"
    adminPassword: master password for the database.
    dbType: use "SI" , single instance database for ODA S|M
    dbTargetNodeNumber: use "0" for ODA S|M
    dbClass: OLTP|DSS|IMDB. For SE, only OLTP is supported. For EE, OLTP, DSS, IMDB(12c db only) are supported
    dbShape: database shape, decide which database template to use for this database.
    dbStorage: ACFS|ASM. Only ACFS is supported for 11.2.0.4. Both ACFS and ASM are supported for 12.1.0.2.
    dbCharacterSet: Characterset for this database.
    dbConsoleEnable: true|false. Whether or not to create dbconsole (11.2.0.4) or EM express (12.1.0.2)
 
asr:
    userName/password: username/password for the ASR
    proxyServerName/proxyPort/proxyUserName/proxyPassword: information about proxy server.
    snmpVersion: use "v3"








odacli create-applianceコマンドのJSONファイルの例






C odacli create-applianceコマンドのJSONファイルの例


次のJSONファイルの例およびreadmeを使用して、コマンドライン・インタフェースでのアプライアンスの作成に使用できるJSONファイルを作成します。


odacli create-applianceコマンドを使用するには、JSONファイルを作成する必要があります。ここにあるJSONファイルの例およびreadmeの情報をテンプレートとして使用して、環境に応じたファイルを作成できます。このページの例およびreadmeは、/opt/oracle/dcs/sampleディレクトリにもあります。


注意:

JSONファイルを作成する前に、readmeおよび例を慎重に検討することが重要です。設定に基づいてネットワークおよびOracle ILOMの情報を正しく入力していない場合は、ホストおよびOracle ILOMへのネットワーク・アクセスが失われます。





例C-1 Oracle Database Appliance X6-2SまたはX6-2Mをロール分離で作成するためのJSONファイル

次の記述は、Oracle Database Appliance X6-2SまたはX6-2Mの作成に使用されるJSONファイルの例です。この例ではロール分離を使用しています。


$ cat create-appliance.json
{
  "instance" : {
    "name" : "odambox",
    "instanceBaseName" : "odambox",
    "dbEdition" : "EE",
    "timeZone" : "UTC",
    "ntpServers" : ["10.0.3.14"],
    "dnsServers" : ["10.0.4.10","10.0.4.11","10.0.4.12"],
    "domainName" : "example.com",
    "isRoleSeparated" : true,
    "osUserGroup" : {
      "groups" : [ {
        "groupId" : 1001,
        "groupName" : "oinstall",
        "groupRole" : "oinstall"
      }, {
        "groupId" : 1002,
        "groupName" : "dbaoper",
        "groupRole" : "dbaoper"
      }, {
        "groupId" : 1003,
        "groupName" : "dba",
        "groupRole" : "dba"
      }, {
        "groupId" : 1004,
        "groupName" : "asmadmin",
        "groupRole" : "asmadmin"
      }, {
        "groupId" : 1005,
        "groupName" : "asmoper",
        "groupRole" : "asmoper"
      }, {
        "groupId" : 1006,
        "groupName" : "asmdba",
        "groupRole" : "asmdba"
      } ],
      "users" : [ {
        "userId" : 1000,
        "userName" : "oracle",
        "userRole" : "oracleUser"
      }, {
        "userId" : 1001,
        "userName" : "grid",
        "userRole" : "gridUser"
      } ]
    }
  },
  "nodes" : [ {
    "nodeNumber" : "0",
    "nodeName" : "odambox",
    "network" : [ {
       "nicName" : "btbond1",
       "ipAddress" : "10.0.1.11",
       "subNetMask" : "255.255.255.0",
       "gateway" : "10.0.1.1",
       "networkType" : [ "Public" ],
       "isDefaultNetwork" : true
      },
      {
       "nicName" : "btbond2",
       "ipAddress" : "192.168.18.24",
       "subNetMask" : "255.255.255.0",
       "gateway" : "192.168.18.1",
       "networkType" : [ "Backup" ],
       "isDefaultNetwork" : false
      }
    ],
    "ilom" : {
      "ilomName":"odambox-c",
      "ipAddress":"10.0.2.10",
      "subNetMask":"255.255.255.0",
      "gateway":"10.0.2.1"
     }
  } ],
  "grid" : {
    "diskGroup" : [ {
      "diskGroupName" : "DATA",
      "redundancy" : "NORMAL",
      "diskPercentage" :70
    }, {
      "diskGroupName" : "RECO",
      "redundancy" : "NORMAL",
      "diskPercentage" :30
    } ],
    "language" : "en"
  },
  "database" : {
    "dbName" : "db1",
    "dbVersion" : "12.1.0.2",
    "instanceOnly" : false,
    "isCdb" : true,
    "pdBName" : "pdb1",
    "pdbAdminuserName" : "pdbuser",
    "adminPassword" : "welcome1",
    "dbType" : "SI",
    "dbTargetNodeNumber" : "0",
    "dbClass" : "OLTP",
    "dbShape" : "odb1",
    "dbStorage" : "ACFS",
    "dbCharacterSet" : {
      "characterSet" : "AL32UTF8",
      "nlsCharacterset" : "AL16UTF16",
      "dbTerritory" : "AMERICA",
      "dbLanguage" : "AMERICAN"
    },
    "dbConsoleEnable" : false
  },
  "asr" :{
    "userName":"john.smith@example.com",
    "password":"xxxxx",
    "proxyServerName":"www-proxy.example.com",
    "proxyPort":"80",
    "proxyUserName":"",
    "proxyPassword":"",
    "snmpVersion":"v3"
  }
}





例C-2 Oracle Database Appliance X6-2SまたはX6-2Mをロール分離なしで作成するためのJSONファイル

次の記述は、ロール分離を使用しないOracle Database Appliance X6-2SまたはX6-2Mの作成に使用されるJSONファイルの例です。この例では、2つのグループ(oinstallとdba)および単一のユーザー("oracle")を作成します。



  
$ cat create-appliance.json
{
  "instance" : {
    "name" : "odambox",
    "instanceBaseName" : "odambox",
    "dbEdition" : "EE",
    "timeZone" : "UTC",
    "ntpServers" : ["10.0.3.14"],
    "dnsServers" : ["10.0.4.10","10.0.4.11","10.0.4.12"],
    "domainName" : "example.com",
    "isRoleSeparated" : false,
    "osUserGroup" : {
      "groups" : [ {
        "groupId" : 1001,
        "groupName" : "oinstall",
        "groupRole" : "oinstall"
      }, {
        "groupId" : 1002,
        "groupName" : "dba",
        "groupRole" : "dba"
      } ],
     "users" : [ {
        "userId" : 1000,
        "userName" : "oracle",
        "userRole" : "oracleUser"
      } ]
    }
  },
  "nodes" : [ {
    "nodeNumber" : "0",
    "nodeName" : "odambox",
    "network" : [ {
       "nicName" : "btbond1",
       "ipAddress" : "10.0.1.11",
       "subNetMask" : "255.255.255.0",
       "gateway" : "10.0.1.1",
       "networkType" : [ "Public" ],
       "isDefaultNetwork" : true
      },
      {
       "nicName" : "btbond2",
       "ipAddress" : "192.168.18.24",
       "subNetMask" : "255.255.255.0",
       "gateway" : "192.168.18.1",
       "networkType" : [ "Backup" ],
       "isDefaultNetwork" : false
      }
    ],
    "ilom" : {
      "ilomName":"odambox-c",
      "ipAddress":"10.0.2.10",
      "subNetMask":"255.255.255.0",
      "gateway":"10.0.2.1"
     }
  } ],
  "grid" : {
    "diskGroup" : [ {
      "diskGroupName" : "DATA",
      "redundancy" : "NORMAL",
      "diskPercentage" :70
    }, {
      "diskGroupName" : "RECO",
      "redundancy" : "NORMAL",
      "diskPercentage" :30
    } ],
    "language" : "en"
  },
  "database" : {
    "dbName" : "db1",
    "dbVersion" : "12.1.0.2",
    "instanceOnly" : false,
    "isCdb" : true,
    "pdBName" : "pdb1",
    "pdbAdminuserName" : "pdbuser",
    "adminPassword" : "welcome1",
    "dbType" : "SI",
    "dbTargetNodeNumber" : "0",
    "dbClass" : "OLTP",
    "dbShape" : "odb1",
    "dbStorage" : "ACFS",
    "dbCharacterSet" : {
      "characterSet" : "AL32UTF8",
      "nlsCharacterset" : "AL16UTF16",
      "dbTerritory" : "AMERICA",
      "dbLanguage" : "AMERICAN"
    },
    "dbConsoleEnable" : false
  },
  "asr" :{
    "userName":"john.smith@example.com",
    "password":"xxxxx",
    "proxyServerName":"www-proxy.example.com",
    "proxyPort":"80",
    "proxyUserName":"",
    "proxyPassword":"",
    "snmpVersion":"v3"
  }
}
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D Oracle Database Applianceクリーン・アップ・スクリプト


デプロイのクリーン・アップ・スクリプト・ツールを使用して、クリーン・アップ・タスクを実行します。


Oracle Database Applianceのデプロイのクリーン・アップ・スクリプトcleanup.plは、次のアクティビティに使用します。

	
Oracle Auto Service Request (Oracle ASR)のアンインストール


	
Oracle Trace File Analyzer (TFA)のアンインストール


	
Oracle Database Console (dbconsole)ファイルの削除


	
GIおよびOracleスタックのアンインストール


	
Oracle Linuxのudevルールのリセット


	
Oracle Linuxのudevルールの削除


	
アプライアンスの作成時に作成されたユーザーおよびグループの削除。デフォルトのユーザーおよびグループには、DROP USER文を使用します。アプライアンスのデプロイ時にカスタム・ユーザー名およびグループ名を使用した場合は、-griduser、-dbuser、-groups引数を使用してcleanup.plスクリプトに渡します。
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E Oracle Database Applianceのデータベース・テンプレート

この付録の情報を使用して、計画しているデータベースのデータベース・テンプレートを選択します。 

内容は次のとおりです。




	データベース・テンプレートについて
この情報を検討して、使用するデータベース・テンプレートの判断に役立ててください。
	OLTPデータベース・テンプレート
データベース・ワークロードが主としてオンライン・トランザクション処理(OLTP)である場合は、Oracle Database ApplianceのOLTPデータベース・テンプレートを使用します。 
	インメモリー・データベース・テンプレート
データベース・ワークロードがインメモリーであり、インメモリー・パフォーマンス機能によって効果が得られる場合は、Oracle Database Applianceのインメモリー(IMDB)データベース・テンプレートを使用します。 
	DSSデータベース・テンプレート
データベース・ワークロードが主として意思決定支援システム(DSS)またはデータ・ウェアハウスである場合は、DSSデータベース・テンプレートを使用します。 




データベース・テンプレートについて

この情報を検討して、使用するデータベース・テンプレートの判断に役立ててください。

Oracle Database Applianceのテンプレートは、Oracle Database Applianceでのパフォーマンスを最適化するように特に選択されたパラメータを使用してデータベースを定義します。さらに、適切なインスタンス・ケージングを設定したり、適切なライセンスを取得する際も、これらのテンプレートが役立ちます。

Oracle Database Applianceでは、複数のデータベースを1つのシステムに統合できます。統合により、アイドル・リソースを最小限に抑え、効率を最大限に高め、コストを下げることができます。インスタンス・ケージングを使用して、Oracle Database Resource Manager (リソース・マネージャ)と連携し、単一のOracle Database Applianceの複数インスタンス間で必要なサービス・レベルを提供できます。

Oracle Database Applianceテンプレートは、各データベース・インスタンス・ワークロードのサイズに合せて事前チューニングされています。特定のコア数で動作するよう設計されています。ケージングによって、各データベースのワークロードは、テンプレートで割り当てられたコアのセットに制限されます(これによって、複数のデータベースを同時に、パフォーマンスを低下させることなく、Oracle Database Applianceの容量まで、実行できるようになります)。計画的成長に備えるために、現在のニーズよりも大きなデータベース・テンプレート・サイズを選択できます。テンプレート・サイズは後になって、システム・グローバル領域(SGA)とプログラム・グローバル領域(PGA)のサイズやコア数を調節することにより調整できます。

Oracle Appliance Managerコンフィギュレータは、データベースのクラスとしてデータベースのサイズ設定テンプレートを参照します。

注意:
Oracle Database Applianceテンプレートはベスト・プラクティスを実装しており、特にOracle Database Appliance用に構成されているため、これらのテンプレートを使用することを強くお薦めします。



データベース・テンプレートの選択
データベース・テンプレートは、Oracle Database Applianceのデータベースで実行するデータベース・ワークロードのタイプにあわせて特別に構成されています。データベースで実行する一般的なワークロード(OLTP、DSS、インメモリー)に最も適合するテンプレートを選択します。 

データベース・サイズ設定表には、各データベース・ワークロード・タイプについて、CPUの数およびメモリー属性に基づいて、テンプレート名およびサイズ設定が示されています。

データベース・ワークロードおよびハードウェアに適したテンプレート・タイプを識別してください。

	データベース・ワークロードが主としてオンライン・トランザクション処理(OLTP)である場合は、Oracle Database ApplianceのOLTPデータベース・テンプレートを使用します。 


	データベース・ワークロードが主として意思決定支援システム(DSS)またはデータ・ウェアハウスである場合は、Oracle Database Appliance DSSデータベース・テンプレートを使用します。 


	データベース・ワークロードがインメモリーであり、インメモリー・パフォーマンス機能によって効果が得られる場合は、Oracle Database Applianceのインメモリー(IMDB)データベース・テンプレートを使用します。 




データベース・テンプレートの表を使用して、データベースに最適なテンプレートを選択するのに役立ててください。これらの表を使用するときに、次に留意してください。 

	この表の情報は、ディスクのバックアップを作成していることを前提としています。この表の情報は、ローカル・ディスクのバックアップを作成していることを前提としています。データベースの領域要件と、ローカル・ディスク・バックアップと外部バックアップのポリシーを検討します。通常、外部バックアップには、データベースが使用できる領域がローカル・バックアップより豊富にあります。


	ログ・ファイルのサイズは、システムがフル稼働している際に、各インスタンスの3つのREDOログ・グループで15分ごとにログ・スイッチが実行されることを前提としています。











OLTPデータベース・テンプレート

データベース・ワークロードが主としてオンライン・トランザクション処理(OLTP)である場合は、Oracle Database ApplianceのOLTPデータベース・テンプレートを使用します。 




表E-1 Oracle Database Appliance OLTPデータベース・テンプレートのサイズ

	テンプレート	CPUコア数	SGA (GB)	PGA (GB)	プロセッサ	REDOログ・ファイルのサイズ(GB)	LOGバッファ(MB)
	odb-01s 

	1

	2

	1

	200

	1

	16


	odb-01

	1

	4

	2

	200

	1

	16


	odb-02 

	2

	8

	4

	400

	1

	16


	odb-04 

	4

	16

	8

	800

	1

	32


	odb-06

	6

	24

	12

	1200

	2

	64


	odb-08 

	8

	32

	16

	1600

	2

	64


	odb-10 

	10

	40

	20

	2000

	2

	64


	odb-12 (X6-2Mのみ)

	12

	48

	24

	2400

	4

	64


	odb-20 (X6-2Mのみ)

	20

	80

	40

	4000

	4

	64

















 インメモリー・データベース・テンプレート

データベース・ワークロードがインメモリーであり、インメモリー・パフォーマンス機能によって効果が得られる場合は、Oracle Database Applianceのインメモリー(IMDB)データベース・テンプレートを使用します。 




表E-2 Oracle Database Applianceインメモリー・データベース・テンプレートのサイズ

	テンプレート	CPUコア数	SGA (GB)	PGA (GB)	インメモリー(GB)	プロセッサ	REDOログ・ファイルのサイズ(GB)	LOGバッファ(MB)
	odb-01s

	1

	2

	1

	1

	200

	1

	16


	odb-01

	1

	4

	2

	2

	200

	1

	16


	odb-02

	2

	8

	4

	4

	400

	1

	16


	odb-04

	4

	16

	8

	8

	800

	1

	32


	odb-06

	6

	24

	12

	12

	1200

	2

	64


	odb-08

	8

	32

	16

	16

	1600

	2

	64


	odb-10

	10

	40

	20

	20

	2000

	2

	64


	odb-12 (X6-2Mのみ)

	12

	48

	24

	24

	2400

	4

	64


	odb-20 (X6-2Mのみ)

	20

	80

	40

	40

	4000

	4

	64

















DSSデータベース・テンプレート

データベース・ワークロードが主として意思決定支援システム(DSS)またはデータ・ウェアハウスである場合は、DSSデータベース・テンプレートを使用します。 




表E-3 Oracle Database Appliance DSSデータベース・テンプレートのサイズ

	テンプレート	CPUコア数	SGA (GB)	PGA (GB)	プロセッサ	REDOログ・ファイルのサイズ(GB)	LOGバッファ(MB)
	odb-01s

	1

	1

	2

	200

	1

	16


	odb-01

	1

	2

	4

	200

	1

	16


	odb-02

	2

	4

	8

	400

	1

	16


	odb-04

	4

	8

	16

	800

	1

	32


	odb-06

	6

	12

	24

	1200

	2

	64


	odb-08

	8

	16 

	32

	1600

	2

	64


	odb-10

	10

	20 

	40

	2000

	2

	64


	odb-12 (X6-2Mのみ)

	12

	24

	48

	2400

	4

	64


	odb-20 (X6-2Mのみ)

	20

	40

	80

	4000

	4

	64
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ライセンス制約の保証と結果的に生じる損害の免責

このソフトウェアおよび関連ドキュメントの使用と開示は、ライセンス契約の制約条件に従うものとし、知的財産に関する法律により保護されています。ライセンス契約で明示的に許諾されている場合もしくは法律によって認められている場合を除き、形式、手段に関係なく、いかなる部分も使用、複写、複製、翻訳、放送、修正、ライセンス供与、送信、配布、発表、実行、公開または表示することはできません。このソフトウェアのリバース・エンジニアリング、逆アセンブル、逆コンパイルは互換性のために法律によって規定されている場合を除き、禁止されています。

保証免責

ここに記載された情報は予告なしに変更される場合があります。また、誤りが無いことの保証はいたしかねます。誤りを見つけた場合は、オラクルまでご連絡ください。

制限付権利について

このソフトウェアまたは関連ドキュメントを、米国政府機関もしくは米国政府機関に代わってこのソフトウェアまたは関連ドキュメントをライセンスされた者に提供する場合は、次の通知が適用されます。

U.S. GOVERNMENT END USERS: Oracle programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, delivered to U.S. Government end users are "commercial computer software" pursuant to the applicable Federal Acquisition Regulation and agency-specific supplemental regulations.As such, use, duplication, disclosure, modification, and adaptation of the programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, shall be subject to license terms and license restrictions applicable to the programs.No other rights are granted to the U.S. Government.

危険な用途への使用について

このソフトウェアまたはハードウェアは様々な情報管理アプリケーションでの一般的な使用のために開発されたものです。このソフトウェアまたはハードウェアは、危険が伴うアプリケーション(人的傷害を発生させる可能性があるアプリケーションを含む)への用途を目的として開発されていません。このソフトウェアまたはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用する際、安全に使用するために、適切な安全装置、バックアップ、冗長性(redundancy)、その他の対策を講じることは使用者の責任となります。このソフトウェアまたはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用したことに起因して損害が発生しても、Oracle Corporationおよびその関連会社は一切の責任を負いかねます。

商標と登録商標について

OracleおよびJavaはオラクルおよびその関連会社の登録商標です。その他の社名、商品名等は各社の商標または登録商標である場合があります。

Intel、Intel Xeonは、Intel Corporationの商標または登録商標です。すべてのSPARCの商標はライセンスをもとに使用し、SPARC International, Inc.の商標または登録商標です。AMD、Opteron、AMDロゴ、AMD Opteronロゴは、Advanced Micro Devices, Inc.の商標または登録商標です。UNIXは、The Open Groupの登録商標です。

第三者のコンテンツ、製品、サービスに対する免責事項

このソフトウェアまたはハードウェア、そしてドキュメントは、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセス、あるいはそれらに関する情報を提供することがあります。適用されるお客様とOracle Corporationとの間の契約に別段の定めがある場合を除いて、Oracle Corporationおよびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスに関して一切の責任を負わず、いかなる保証もいたしません。適用されるお客様とOracle Corporationとの間の契約に定めがある場合を除いて、Oracle Corporationおよびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセスまたは使用によって損失、費用、あるいは損害が発生しても一切の責任を負いかねます。

アルファ版およびベータ版ドラフト・ドキュメントについて

このドキュメントが試作版の場合:

このドキュメントは試作版であり、デモおよび暫定使用のみを目的としたものです。このソフトウェアを使用するハードウェアに限定するものではありません。Oracle Corporationおよびその関連会社は、このドキュメントに関して一切の責任を負わず、いかなる保証もいたしません。また、このドキュメントを使用したことによって損失、費用、あるいは損害が発生しても、一切の責任を負いかねます。

非公開のアルファ版およびベータ版ドラフト・ドキュメントについて

このドキュメントが非公開の試作版の場合:

このドキュメントに含まれる情報は、情報の共有のみを目的としたものであって、顧客諮問委員会(Customer Advisory Board)のメンバーとしてのお客様の立場でのみ、またはお客様のベータ・トライアル契約のみに従って検討されるべきものとします。マテリアル、コード、または機能の提供をお約束するものではなく、購入決定を行う際の判断材料とすべきではありません。このドキュメントに記載されている特徴または機能の開発、リリースおよび時期については、オラクルの裁量により決定されます。

このドキュメントには、ソフトウェアまたは印刷物などの形式を問わず、オラクルが独占的な権利を有する財産的情報が含まれています。この機密資料へのアクセスと使用は、お客様とオラクルとの間で締結され、お客様が遵守に同意した、Oracle Master Agreement、Oracle License and Oracle Services Agreement (オラクル・ライセンスおよびサービスに関する契約書)、Oracle PartnerNetwork Agreement、Oracle Distribution Agreementまたはその他のライセンス契約の条件に従うものとします。このドキュメントとその内容の開示、コピー、複製および配布には、オラクルによる事前の承諾を必要とします。このドキュメントはライセンス契約の一部となるものではなく、オラクルおよびその子会社や関連会社との契約を構成するものではありません。

ドキュメントのアクセシビリティについて

オラクルのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイトhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc を参照してください。

Oracle Supportへのアクセス

サポートをご契約のお客様には、My Oracle Supportを通して電子支援サービスを提供しています。詳細情報はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoか、聴覚に障害のあるお客様はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。
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